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10とおガ詐3

　姉妹都市コモ市との文化交流の第1弾として“トリオ・デ・

コモ“（バイオリン2名、ビオラ1名）の演奏会が左記の目程

により開催されます．この演奏会は十日町市のほか、京都・

東京の3会場で行われるもの．

　ヘンデル、ベートーベン、ドボルザーク、カブリェリなと

　クラシック愛好者には見逃せない演奏会と関係者の間では

今から期待されています．
　　　●●・　　　　　・●9　　　　　9●■　　　　　．●．　　　　　．●o　　　　　響●o　　　　　●●．　　　　　。●●

■3月21日（土）（春分の日）午後6時30分～8時30分（開場6時）

■会　場　十目町市民会館ホール（十日町市学校町2）

■入場料　700円（全席自由♪

目前売券は、市内各プレイガイド

　　（でトー楽器店、十日町新聞社、友万書店、野L書店、・・

　　トヤ、都屋時計ズガネ店）か十日町市公民館本館または各

　　地区公民館にあります。

■主　催　十日町市（主管…十日町市公民館ナ

■後援　十日町・一タリーケラブ、十日町北・一々リーケラ

　　　　ブ、十日町ライオンズケラブ、糧i町織物1二業協同

　　　　組合、穆ヨ町商工会議所、十日町青年会議所、 H1
　　　　町市農業協同組合、十日町市民コン号一ト協会、十目

　　　　町新聞社、十日町々イムス社、週報とおかまち社

■問い合わせは一・1‘日町市公民館（露7τ一紋）11番）一、

鋤
　
　
⑫購に

曲
晃
家

き～巻～春

　醤作り方

　（P　豚肉、野菜ともに千切り

　　する。　（野菜は細く5cm位
　　に）

　（2）フライパンに大さじ3の

　　油を熱し、弱火でよい香り

　　が出るまで椎茸を妙め、次

　　に肉を加え強火で肉の表面

　　が白くなるまで妙め、筍、

　　ピーマン星）妙め、Aで味っ

　　けし、水溶き片栗粉及びご

　　ま油大さじ1をおとし、バ

　　ットにひろげ、冷ましてか

　　ら十等分する．

　（3）春巻きび）皮をひし型にお

　　き手前から向う側に巻いて

　　ゆき中程のところで両端を

巻き、終わりに水溶き小麦粉で
貝占るとよい。

占りつけた方を下にして入れ2～
な、るまで揚げる。

しょうゆや辛子酢しょうゆ、ま

■材料と分量（4人前）

量分料材

1α）9

（大2枚）2（X）9

中3枚
（【千：1コ）5〔）9

1（X）9

大さし3

大さし2

大さし2

大さじ112

大さし2／
大さ1、1

レ　々

大、きし1

（10枚）1袋

適宜

切
ノ
た

う
　
ヤ
　
し

豚
キ
生

赤

い
羽
根
「
共
同
募
金
」

　
　
ご
協
力
あ
り
が
と
う

　
な
お
、
歳
末
助
合
募
金
は
、
表
の

よ
う
に
歳
末
慰
問
金
と
し
て
使
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄
轟
鞭
響

社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
内
藤
直
義
（
控
木
）
二
千
円

ヒーマン

茄で筍

妙め油

　1衣
　い酉

Al酢
　1ほうゆ

し黙、夢．

二ま油

春巻きの皮

揚け油
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雇
用
不
安
・
不
況
と
い
う
状
勢
下

の
昨
年
度
の
共
同
募
金
（
十
月
一
日
～

十
二
月
末
）
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
に
よ
り
目
標
額
を
上
廻
る

成
績
で
完
了
し
ま
し
た
が
、
つ
つ
し

ん
で
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
．

　
よ
せ
ち
れ
ま
し
た
募
金
は
、
県
内

ゐ
福
祉
施
設
や
市
の
社
会
福
祉
協
議

会
の
事
業
と
し
て
市
内
全
域
の
児
童

老
人
、
身
障
、
母
子
、
生
活
困
き
ゅ

う
者
な
ど
恵
ま
れ
な
い
人
々
の
た
め

有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

△
蓼
マ
◎
×
働
マ
鶴
Ψ
◎
差
⑨
◎
×
◎
V
◎
入
紛
ズ
◎
塞
愈
▽
〈
▽

共同募金実績表

▼
市
農
協
福
祉
会
館
幹
事
部
　
　
一
万

一
、
一
千
六
百
四
十
六
円
　
▼
金
沢
久
子

（
峠
）
一
万
円
　
▼
中
央
ク
ラ
ブ

（
代
表
小
林
啓
次
）
一
万
七
千
．
．
一
百

七
十
五
円
　
▼
ナ
ツ
メ
・
愛
好
会

（
代
表
関
谷
謹
治
）
六
万
七
千
五
百

五
十
八
円
　
▼
十
日
町
交
通
㈱
　
六

千
六
頁
．
一
十
五
円
　
▼
高
新
織
物
㈱

親
睦
会
一
同
　
＝
．
万
千
二
百
十
し
円
、

▼
の
び
の
ひ
会
（
代
表
阿
部
行
雄
）

三
千
円
　
▼
十
日
町
森
林
公
園
建
設

推
進
協
議
会
　
六
千
六
百
四
十
円

交
通
遺
児
及
び
福
祉
事
業
へ

▼
歯
車
会
（
代
表
宮
入
清
）
　
四
万

九
千
五
百
円

老
人
ホ
ー
ム
妻
有
荘
へ

▼
中
央
ク
ラ
ブ
（
代
表
小
林
啓
次
）

酒
四
升
、
う
ど
ん
八
十
個

停
塾
せ

　
　
義
毯

　
▼
三
月
二
十
五
目
困
　
午
前
十
時

か
ら
午
後
二
時
ま
で
　
山
際
の
一
部

岩
野
・
原

　
　
　
　
　
　
　
、
｛

惨
ヒ
げ
2
轟

O
コ
モ
市
か
ら
の
三
人
に
よ
る
演
奏

使
節
団
の
来
市
が
予
定
さ
れ
て
い
る
数

な
ど
、
卜
目
町
・
コ
モ
両
市
の
親
善
帯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世

は
さ
ら
に
進
展
す
る
こ
と
に
な
り
ま
／

す
・
　
　
　
　
　
　
勢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市

O
、
一
一
月
に
な
っ
て
も
不
順
な
天
候
に
■

な
っ
て
い
ま
す
。
風
邪
に
ご
注
意
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
推

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乳

会
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
五
月
に
は
ー

癒ll峰難欝薫瀧
　　　個小　　　　　　●その他………野菜は、白菜、人参、もやしなどでもよい
1　暮　　・保存の仕方一…生あまま1個ず一）フイルラップに包み
一　　　　次　　　　　　　冷凍し食べる時はラップをはがし、凍ったまま油で揚げ

r　　　　　　　　　　　　　　る。　　　　　　　　　　　（駅通り　酒井　環）

49，541人（男24，195人・女25，346人）※基本台帳人ロ50，095人（2月1日現在）

戸　別　募金 3，052，219円

街頭募金 55，681

法　人　募　金 1，382，560

職域募　金 27，669

学　校募　金 333，456

預　金　利　子 1，923

歳末助合募金 1，768，662

合　　　計 6，622，170

（目標額5，102，000円）

歳末慰問金内訳
区　　分 世帯及び

人　　　員 金　　額ゴ

生活保護世帯 137世帯 274，000円

要援護世帯 101〃 505，000

ねたきり老人 103人 309，000

重度障害者児 72〃 216，000

長期ノ、院者 133〃 176，100

施設入所者児 152〃 228，000

合　計 698 1，708，100

（残金については法外援護費としで使用）

　
　
　
、
匙
O

、
鐵

　
　
し
巡

　
　
　
　
　
　
　
～

灘りヒうじ

ヤづぱりゑザ

壌セ脚幽

（舷

卸
継

マ
お

　
　
　
　
つ
，

勿
、
，
彪
笏

ドか　

謝／
魚
駅

　
　
　
　
　
犠

雛
舗
。

安
、

ぎ
も
の

　
　
，
、
”
　
　
　
　
　
　
　
、

～
　
　
　
鴻

も認
雛
、

舶
（
つ
慕
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若
者
の
活
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を
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市町日

＋
ー
＼
村

昏
雇
”
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の
　
　
　
　
　
　
も

　
　
　
　
　
　
　
町
だ
〆
＼
し

　
　
　
　
　
　
　
南

　
　
　
　
　
　
　
津
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、
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血
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F
、

〆
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・、

苧
苧μ

、
ド

広
域
圏
計
画
と
は
劉

　
　
　
四
季
が
彩
る
ふ
る
さ
と
圏
域
め
ざ
し
て
～

　
十
日
町
地
域
広
域
市
町
村
圏
協
議
会
（
十
日
町
市
・
川
西
町
・
津
南
町
・
中
里
村

で
構
成
）
で
は
、
去
る
三
月
に
「
十
日
町
地
域
新
広
域
市
町
村
圏
計
画
」
の
策
定
を

完
了
し
ま
し
た
。

か
に
臆
響
謹
羅
翠
鷺
酬
灘
弱
藷
瀞

も
う
と
い
う
も
の
で
、
「
広
域
圏
」
と
い
う
広
い
視
野
に
立
っ
て
総
合
的
な
地
域
整
備

を
め
ざ
す
も
の
で
す
。

　
今
月
号
は
、
こ
の
新
広
域
圏
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　融　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　固　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　細　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町　　　　　　　　　　　　　　　i銅　　　　　　　　　　　　曝　　　　　　　　　　　露　　　　駈
li

主
旨
と
内
容

　
新
潟
県
に
は
十
二
の
広
城
市
町
村

圏
（
市
町
村
が
い
く
つ
か
ま
と
ま
っ

た
も
の
）
が
あ
り
、
十
日
町
地
域
広

域
市
町
村
圏
（
以
下
十
日
町
圏
域
）

も
そ
の
一
つ
で
す
。
広
域
市
町
村
圏

は
、
通
勤
や
通
学
な
ど
日
常
生
活
の

拡
大
、
地
域
共
通
問
題
に
対
応
す
る

た
め
に
設
置
さ
れ
、
十
日
町
圏
域
で

も
昭
和
四
十
七
年
度
に
第
一
次
広
域

圏
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
第
一
次
計
画
で
取
り
組
ん
だ
も
の

と
し
て
は
、
ご
み
・
し
尿
・
火
葬
（
十

日
町
市
川
西
町
衛
生
施
設
組
合
・
津

南
地
域
衛
生
施
設
組
合
）
消
防
（
十

日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
）
施
設
の

共
同
設
置
・
共
同
処
理
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

　
新
計
画
は
、
こ
れ
ら
の
実
績
を
ふ

ま
え
て
、
さ
ら
に
十
日
町
圏
域
を
魅

力
が
あ
り
誰
も
が
住
み
継
ぎ
た
く
な

る
圏
域
に
す
る
た
め
、
住
民
・
高
校

三
年
生
意
識
調
査
及
び
審
議
会
を
設

置
す
る
な
ど
、
住
民
の
み
な
さ
ん
が

地
域
発
展
の
た
め
に
望
ん
で
い
る
こ

と
を
反
映
さ
せ
る
よ
う
努
め
ま
し
た
．

そ
し
て
、
計
画
の
柱
を
「
就
労
の
場

の
拡
大
」
「
雪
の
克
服
と
積
極
利
用
」

「
医
療
体
制
の
整
備
」
な
ど
六
項
目

に
し
ぼ
り
、
郡
市
一
体
で
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
形
成
・
共
同
サ
ー
ビ
ス
シ

ス
テ
ム
の
確
立
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

　
新
計
画
は
、
基
本
構
想
（
昭
和
五

十
六
年
度
～
六
十
五
年
度
）
基
本
計

画
（
昭
和
五
十
六
年
度
～
六
十
年
度
）

実
施
計
画
（
昭
和
五
十
六
年
度
～
五

十
八
年
度
）
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。

圏
域
の
発
展
方
向

　
十
日
町
圏
域
は
、
豊
か
な
自
然
に

恵
ま
れ
、
人
情
味
あ
ふ
れ
る
人
々
が

活
気
あ
る
生
活
を
営
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
し
て
産
業
の
主
軸
は
「
織
物
」

と
「
農
業
」
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
新
計
画
で
は
、
昭
和
六
十
五
年
度

に
お
け
る
圏
域
の
望
ま
し
い
発
展
の

姿
を
「
豊
か
な
く
ら
し
の
な
か
に

あ
ふ
れ
る
若
者
の
活
力
を
　
四
季
が

彩
る
　
ふ
る
さ
と
圏
域
」
と
と
ら
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
の
将
来
像
を
つ

ぎ
の
と
お
り
定
め
て
い
ま
す
。

①
交
通
体
系

　
圏
域
の
発
展
の
た
め
の
第
一
条
件

で
あ
る
道
路
は
、
一
般
国
道
一
一
七

号
・
二
五
二
号
・
二
五
三
号
・
三
五

⑮
将
来
像

　
　
　
　
　
二
路
線
が
国
道
昇
格
整

三
号
さ
ら
に

備
さ
れ
、
広
域
交
通
体
系
が
確
立
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
飯
山
線
の
整

（）内は十日町市

備
改
善
が
進
み
、
北
越
北
線
も
開
通

し
て
上
越
新
幹
線
駅
へ
の
乗
り
入
れ

に
よ
っ
て
、
首
都
圏
へ
の
時
間
的
距

離
も
短
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

北
陸
・
関
越
自
動
車
道
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
に
接
続
す
る
幹
線
道
路
が
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
産
業

　
農
業
で
は
、
基
幹
作
目
で
あ
る
「
う

ま
い
米
」
は
、
ほ
場
整
備
の
進
行
、

合
理
的
生
産
シ
ス
テ
ム
の
も
と
、
い

っ
そ
う
優
良
米
の
生
産
地
と
な
り
、

区　　　分 現況（S50年） 目標（S65年）

人　　　口　（人）
81，817

（50，211）

88，500

（53，500）

就業者数（人）
45，793

（27，780）

48，500

（29，300）

第1次産業
14，360

（5，759）

11，000

（3，700）

第2次産業
17，645

（13，111）

20，800

（14，500）

第3次産業
13，788

（8，910）

16，700

（11，100）

普通世帯数
19，380

（11，787）

23，800

（14，500）

1世帯当り人口
4．13

（4．26）
3．65

（3．69）

畑
作
・
畜
産
で
は
、
苗
場
山
ろ
く
地

域
開
発
に
よ
り
市
場
性
の
高
い
作
目

が
育
成
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
交

通
体
系
と
あ
い
ま
っ
て
、
首
都
圏
へ

の
総
合
食
糧
供
給
基
地
と
し
て
の
地

位
を
確
立
し
て
い
ま
す
。

　
繊
維
工
業
は
、
さ
ら
に
み
が
き
ぬ

か
れ
た
技
術
に
よ
り
、
消
脅
者
嗜
好

に
マ
ッ
チ
し
た
製
品
が
開
発
さ
れ
、

新
分
野
へ
も
進
出
し
て
、
高
級
絹
織

物
総
合
産
地
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
優
良
企
業
誘
致
・
新
産
業

創
出
に
加
え
て
、
長
岡
圏
へ
の
通
勤

体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
わ

せ
て
、
情
報
収
集
研
究
開
発
機
能
を

備
え
た
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
が

活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
商
業
で
は
、
消
費
者
二
ー
ズ
の
多

様
化
等
に
対
応
し
て
、
商
店
街
再
開

発
、
サ
ー
ビ
ス
施
設
設
置
等
に
よ
り

広
域
商
圏
が
確
立
し
て
い
ま
す
。

　
観
光
は
、
清
津
峡
・
秋
山
郷
．
大

規
模
年
金
保
養
基
地
等
の
整
備
と
と

も
に
、
地
域
の
自
然
文
化
を
絡
め
た

広
域
観
光
ル
ー
ト
開
発
に
よ
り
、
観

光
が
産
業
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

③
圏
民
の
生
活

　
冬
期
生
活
に
た
ち
は
だ
か
る
豪
雪

は
、
除
雪
路
線
網
の
整
備
、
雪
処
理

合
理
的
シ
ス
テ
ム
の
開
発
等
で
克
服

さ
れ
、
ま
た
雪
ま
つ
り
等
の
発
展
に

よ
り
観
光
客
が
増
加
し
ま
す
。

　
医
療
体
制
は
充
実
し
、
病
気
に
な

っ
た
場
合
、
総
合
的
・
専
門
的
分
野

で
の
治
療
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
教

育
・
文
化
面
で
は
、
図
書
館
～
美
術

館
な
ど
多
目
的
機
能
を
備
え
た
大
規

模
複
合
施
設
が
完
成
し
て
い
ま
す
。
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新
計
画
で
は
、
将
来
像
実
現
の
た

め
住
民
・
高
校
三
年
生
意
識
調
査
か

ら
圏
域
の
主
要
課
題
を
抽
出
し
、
こ

れ
を
解
決
・
改
善
す
る
た
め
に
、
現

在
考
え
ら
れ
る
可
能
な
限
り
の
施
策
、

事
業
を
も
り
込
ん
だ
こ
と
が
特
徴
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
基
本
計
画
の
広
域
事
業
に
関
す
る

計
画
で
は
、
総
事
業
費
約
四
百
八
十

八
億
七
千
万
円
、
内
訳
と
し
て
は
市

町
村
事
業
約
二
百
三
十
五
億
二
千
万

円
、
一
部
事
務
組
合
事
業
約
五
十
億

二
千
万
円
、
県
事
業
約
二
百
三
億
三

千
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
住
民
意
識
調
査
結
果
と
あ
わ
せ
、

主
要
施
策
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
住
民
意
識
調
査

か
ら
も
、
「
産
業
の
振
興
」
が
一
番
急

が
れ
る
施
策
で
す
。
圏
域
に
は
織
物

と
い
う
基
幹
産
業
が
あ
り
、
就
労
の

場
の
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
．

就
労
の
場
の
拡
大

　
　
　
テ
ー
マ
①

左
図
の
よ
う
に
、

まず取組むべき施策は

興撮
　
5

業
　
図

産

雪の克服

39．3

道路交通

19．8
療

医
8

健
斜

保

　
し
か
し
、
織
物
の
単
一
圏
域
で
あ

る
た
め
、
他
産
業
開
発
が
遅
れ
て
お

り
、
産
業
基
盤
の
強
化
・
拡
充
が
必

要
で
す
。
織
物
産
業
の
発
展
は
い
う
ま

で
も
な
く
、
あ
わ
せ
て
、
恵
ま
れ
た
自

然
環
境
と
水
資
源
、
優
秀
な
労
働
力

等
圏
域
の
特
性
を
生
か
し
た
産
業
の

創
出
・
誘
致
が
必
要
で
す
。
ま
た
中

核
都
市
長
岡
へ
の
交
通
体
系
整
備
に

よ
り
、
通
勤
圏
と
し
て
雇
用
拡
大
を

図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
農
業
は
、
苗
場
山
ろ
く
開
発
等
で

優
良
農
地
を
確
保
す
る
等
、
農
業
生

産
の
大
幅
拡
大
を
め
ざ
し
、
労
働
集

約
型
作
目
の
銘
柄
商
品
化
に
よ
り
、

土
地
生
産
性
の
向
上
を
図
り
、
後
継

者
及
び
高
齢
者
対
策
も
含
め
て
幅
広

い
層
の
労
働
力
を
吸
収
で
き
る
農
業

構
造
を
創
出
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

〈
主
な
事
業
〉
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
建
設
（
昭
和
弱
～
57
年
度
）
シ

ル
ク
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
事
業
（
56
～
6
0
）

工
業
団
地
造
成
（
5
9
～
60
）

雪おろしの苦労解消を

　雪のため困ること、，

∫㌶，　一鱒麟灘
鞍類ミ撫僑薩驚繋

鐙繋鐵灘

薮隷叢轟灘醤i鐵

雪
の
克
服
と
積
極
利
用

　
　
　
テ
ー
マ
②

　
全
国
屈
指
の
豪
雪
地
帯
で
あ
る
十

日
町
圏
域
に
と
っ
て
、
雪
の
克
服
は

宿
命
的
な
課
題
で
す
。

　
圏
城
の
不
満
な
点
の
圧
倒
的
多
数

を
占
め
た
の
が
「
雪
が
あ
っ
て
住
み

に
く
い
」
で
あ
り
、
特
に
障
害
と
し

て
は
右
表
の
よ
う
に
「
雪
掘
り
・
雪

降
し
の
苦
労
」
「
道
路
交
通
の
し
や
断
」

が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
道
路
除
雪

は
路
線
・
延
長
と
も
伸
び
て
い
ま
す

が
、
今
後
も
豪
雪
を
考
慮
し
た
道
路

整
備
や
消
雪
施
設
・
な
だ
れ
防
止
施

設
、
山
間
集
落
へ
の
生
活
道
路
除
雪

を
含
め
て
広
域
除
雪
シ
ス
テ
ム
を
確

立
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
雪
ほ
り
・
雪
お
ろ
し
」
は
、
雪

国
向
き
住
宅
改
造
、
雪
処
理
空
間
の

確
保
、
ま
た
共
同
雪
処
理
シ
ス
テ
ム

な
ど
の
施
策
・
研
究
を
行
い
、
あ
わ

せ
て
雪
処
理
条
例
を
検
討
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
雪
を
水
資
源
と
し
て
の

貯
留
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
と
あ
わ
せ
、

観
光
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
資
源
と
し

て
、
圏
域
の
産
業
・
生
活
の
な
か
に

生
か
せ
る
よ
う
な
施
策
を
進
め
ま
す
。

〈
主
な
事
業
〉
消
雪
パ
イ
プ
布
設
国

庫
補
助
事
業
八
ヵ
所
（
騙
～
60
）

交
通
網
の
整
備

　
　
　
テ
ー
マ
③

　
産
業
経
済
活
動
や
日
常
生
活
の
基

本
は
道
路
・
鉄
道
を
は
じ
め
と
し
た

交
通
網
の
整
備
で
す
。

近々開通予定の上越新幹線

　
今
a
、
高
速
交
通
体
系
の
整
備
が

進
み
、
こ
れ
に
接
続
す
る
交
通
網
を

確
立
す
る
こ
と
は
、
圏
域
発
展
の
う

え
で
重
要
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
飯
山
線
の
輸
送

力
強
化
と
北
越
北
線
の
開
通
、
新
幹

線
駅
・
高
速
道
路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
ヘ
の
短
絡
道
路
の
開
発
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、
バ
ス
路
線
の
拡
充
・
駐

車
場
の
整
備
も
必
要
で
す
。

　
国
道
を
は
じ
め
、
県
道
、
市
町
村

道
は
豪
雪
を
十
分
考
慮
し
な
が
ら
、

整
備
の
遅
れ
て
い
る
路
線
の
整
備
と

と
も
に
、
中
心
街
・
交
通
渋
滞
の
激

し
い
主
要
道
路
の
二
次
改
良
・
バ
イ

パ
ス
の
推
進
と
信
濃
川
両
岸
を
結
ぶ

短
絡
道
路
建
設
が
重
要
で
す
。

〈
主
な
事
業
〉
高
山
太
子
堂
線
（
57

～
60
）
新
座
線
（
56

～
58
）
十
日
町

駅
地
下
道
新
設
（
60
）
浦
佐
．
湯
沢

駅
駐
車
場
（
57

～
58
）
商
店
街
駐
車

場
（
57
）医

療
体
制
の
充
実

　
　
　
テ
ー
マ
④

安
心
し
て
定
住
す
る
た
め
に
は
、

健
康
を
支
え
る
医
療
施
設
の
整
備
、

医
療
従
事
者
の
確
保
が
課
題
で
す
．

保健・福祉面での
必要施設は

　　　　その他　　休日・夜間
　魏　　　　　　　　診療所
　　鰐　　　　53・4
　　　　9．0
身障櫓薄

施馴3・2200％　～
医院・診療所

15，7　　　　　　　　　総合病院

　　　　　　　　　　　　354　　セン騨　　＼

　　　　22’0福蜘＼ノ

　
圏
域
の
医
師
数
は
非
常
に
不
足
し

て
お
り
、
し
か
も
中
心
部
へ
の
片
寄

り
、
専
門
医
・
専
門
施
設
が
少
な
い

二
と
な
ど
多
く
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
山
間
地
で
の
無
医
地
区
．

冬
期
無
医
地
区
が
散
在
し
て
お
り
、

休
日
・
救
急
・
夜
間
の
診
療
体
制
も

十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、
人
口
の
高
齢
化
・
生

活
条
件
の
多
様
化
な
ど
で
要
求
さ
れ

て
く
る
医
療
体
制
の
高
度
化
・
専
門

化
に
対
応
し
て
公
的
病
院
を
中
心
と

し
た
施
設
整
備
、
医
療
従
事
者
の
確

保
を
図
る
と
と
も
仁
、
要
望
の
多
い

救
急
・
夜
間
の
診
療
体
制
の
確
立
を

早
急
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〈
主
な
事
業
〉
病
院
群
輪
番
病
院
の

整
備
（
56
）
休
日
・
夜
間
診
療
所
設

置
（
5
8
）観

　
光
　
開
　
発

　
　
テ
ー
マ
⑤

　
圏
域
は
雄
大
な
河
岸
段
丘
と
豊
か

な
森
林
資
源
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
雪

も
貴
重
な
観
光
資
源
で
す
。

　
現
在
、
大
規
模
年
金
保
養
基
地
の

建
設
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
竣

工
と
立
正
佼
成
会
の
整
備
に
よ
っ
て

大
幅
な
入
込
客
増
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
と
、
上
信
越
高
原
国
立
公

園
・
秋
山
郷
・
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
．

清
津
川
多
目
的
ダ
ム
等
を
中
軸
に
、

森
林
資
源
の
観
光
開
発
、
伝
統
地
場

産
業
の
観
光
と
し
て
の
利
用
、
史
跡
．

伝
統
工
芸
、
特
産
食
品
等
年
中
行

事
、
雪
ま
つ
り
・
ス
キ
ー
場
等
冬
期

観
光
開
発
を
進
め
、
こ
れ
ら
が
連
携

を
と
っ
た
広
域
観
光
ル
ー
ト
設
定
に

努
め
ま
す
。

〈
主
な
事
業
〉
当
間
山
開
発
（
59
～

60

）
権
現
山
青
少
年
公
園
（
57
～
60
）

史
跡
公
園
（
57
～
58
）
森
林
公
園
（
56

～
58
）

大規模年金保養基地完成予想図

新広域圏計画書は各地区公民館に備えてありますのでご覧ください



貸
o
o

＠と♂監ガ」しお

愛灘▽r讐

譲まる

　　　　　j

晒町》
　　　　ノ∫￥、．　／o

　　む〆

～
豊
か
な
く
ら
し
の
な
か
に
あ
ふ
れ
る
若
者
の
活
力
を

第3種郵便物認可）昭和56年4月10日

市町日

＋
ー
＼
村

昏
雇
”
t

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
も

　
　
　
　
　
　
　
町
だ
〆
＼
し

　
　
　
　
　
　
　
南

　
　
　
　
　
　
　
津

壕ザ薫ぎ藩瑳3㌔
、
6

㌻
、

血
鄭
F
、

〆
♂

濠
、》職鱗ジ

「

・、

苧
苧μ

、
ド

広
域
圏
計
画
と
は
劉

　
　
　
四
季
が
彩
る
ふ
る
さ
と
圏
域
め
ざ
し
て
～

　
十
日
町
地
域
広
域
市
町
村
圏
協
議
会
（
十
日
町
市
・
川
西
町
・
津
南
町
・
中
里
村

で
構
成
）
で
は
、
去
る
三
月
に
「
十
日
町
地
域
新
広
域
市
町
村
圏
計
画
」
の
策
定
を

完
了
し
ま
し
た
。

か
に
臆
響
謹
羅
翠
鷺
酬
灘
弱
藷
瀞

も
う
と
い
う
も
の
で
、
「
広
域
圏
」
と
い
う
広
い
視
野
に
立
っ
て
総
合
的
な
地
域
整
備

を
め
ざ
す
も
の
で
す
。

　
今
月
号
は
、
こ
の
新
広
域
圏
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　融　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　固　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　細　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町　　　　　　　　　　　　　　　i銅　　　　　　　　　　　　曝　　　　　　　　　　　露　　　　駈
li

主
旨
と
内
容

　
新
潟
県
に
は
十
二
の
広
城
市
町
村

圏
（
市
町
村
が
い
く
つ
か
ま
と
ま
っ

た
も
の
）
が
あ
り
、
十
日
町
地
域
広

域
市
町
村
圏
（
以
下
十
日
町
圏
域
）

も
そ
の
一
つ
で
す
。
広
域
市
町
村
圏

は
、
通
勤
や
通
学
な
ど
日
常
生
活
の

拡
大
、
地
域
共
通
問
題
に
対
応
す
る

た
め
に
設
置
さ
れ
、
十
日
町
圏
域
で

も
昭
和
四
十
七
年
度
に
第
一
次
広
域

圏
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
第
一
次
計
画
で
取
り
組
ん
だ
も
の

と
し
て
は
、
ご
み
・
し
尿
・
火
葬
（
十

日
町
市
川
西
町
衛
生
施
設
組
合
・
津

南
地
域
衛
生
施
設
組
合
）
消
防
（
十

日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
）
施
設
の

共
同
設
置
・
共
同
処
理
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

　
新
計
画
は
、
こ
れ
ら
の
実
績
を
ふ

ま
え
て
、
さ
ら
に
十
日
町
圏
域
を
魅

力
が
あ
り
誰
も
が
住
み
継
ぎ
た
く
な

る
圏
域
に
す
る
た
め
、
住
民
・
高
校

三
年
生
意
識
調
査
及
び
審
議
会
を
設

置
す
る
な
ど
、
住
民
の
み
な
さ
ん
が

地
域
発
展
の
た
め
に
望
ん
で
い
る
こ

と
を
反
映
さ
せ
る
よ
う
努
め
ま
し
た
．

そ
し
て
、
計
画
の
柱
を
「
就
労
の
場

の
拡
大
」
「
雪
の
克
服
と
積
極
利
用
」

「
医
療
体
制
の
整
備
」
な
ど
六
項
目

に
し
ぼ
り
、
郡
市
一
体
で
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
形
成
・
共
同
サ
ー
ビ
ス
シ

ス
テ
ム
の
確
立
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

　
新
計
画
は
、
基
本
構
想
（
昭
和
五

十
六
年
度
～
六
十
五
年
度
）
基
本
計

画
（
昭
和
五
十
六
年
度
～
六
十
年
度
）

実
施
計
画
（
昭
和
五
十
六
年
度
～
五

十
八
年
度
）
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。

圏
域
の
発
展
方
向

　
十
日
町
圏
域
は
、
豊
か
な
自
然
に

恵
ま
れ
、
人
情
味
あ
ふ
れ
る
人
々
が

活
気
あ
る
生
活
を
営
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
し
て
産
業
の
主
軸
は
「
織
物
」

と
「
農
業
」
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
新
計
画
で
は
、
昭
和
六
十
五
年
度

に
お
け
る
圏
域
の
望
ま
し
い
発
展
の

姿
を
「
豊
か
な
く
ら
し
の
な
か
に

あ
ふ
れ
る
若
者
の
活
力
を
　
四
季
が

彩
る
　
ふ
る
さ
と
圏
域
」
と
と
ら
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
の
将
来
像
を
つ

ぎ
の
と
お
り
定
め
て
い
ま
す
。

①
交
通
体
系

　
圏
域
の
発
展
の
た
め
の
第
一
条
件

で
あ
る
道
路
は
、
一
般
国
道
一
一
七

号
・
二
五
二
号
・
二
五
三
号
・
三
五

⑮
将
来
像

　
　
　
　
　
二
路
線
が
国
道
昇
格
整

三
号
さ
ら
に

備
さ
れ
、
広
域
交
通
体
系
が
確
立
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
飯
山
線
の
整

（）内は十日町市

備
改
善
が
進
み
、
北
越
北
線
も
開
通

し
て
上
越
新
幹
線
駅
へ
の
乗
り
入
れ

に
よ
っ
て
、
首
都
圏
へ
の
時
間
的
距

離
も
短
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

北
陸
・
関
越
自
動
車
道
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
に
接
続
す
る
幹
線
道
路
が
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
産
業

　
農
業
で
は
、
基
幹
作
目
で
あ
る
「
う

ま
い
米
」
は
、
ほ
場
整
備
の
進
行
、

合
理
的
生
産
シ
ス
テ
ム
の
も
と
、
い

っ
そ
う
優
良
米
の
生
産
地
と
な
り
、

区　　　分 現況（S50年） 目標（S65年）

人　　　口　（人）
81，817

（50，211）

88，500

（53，500）

就業者数（人）
45，793

（27，780）

48，500

（29，300）

第1次産業
14，360

（5，759）

11，000

（3，700）

第2次産業
17，645

（13，111）

20，800

（14，500）

第3次産業
13，788

（8，910）

16，700

（11，100）

普通世帯数
19，380

（11，787）

23，800

（14，500）

1世帯当り人口
4．13

（4．26）
3．65

（3．69）

畑
作
・
畜
産
で
は
、
苗
場
山
ろ
く
地

域
開
発
に
よ
り
市
場
性
の
高
い
作
目

が
育
成
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
交

通
体
系
と
あ
い
ま
っ
て
、
首
都
圏
へ

の
総
合
食
糧
供
給
基
地
と
し
て
の
地

位
を
確
立
し
て
い
ま
す
。

　
繊
維
工
業
は
、
さ
ら
に
み
が
き
ぬ

か
れ
た
技
術
に
よ
り
、
消
脅
者
嗜
好

に
マ
ッ
チ
し
た
製
品
が
開
発
さ
れ
、

新
分
野
へ
も
進
出
し
て
、
高
級
絹
織

物
総
合
産
地
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
優
良
企
業
誘
致
・
新
産
業

創
出
に
加
え
て
、
長
岡
圏
へ
の
通
勤

体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
わ

せ
て
、
情
報
収
集
研
究
開
発
機
能
を

備
え
た
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
が

活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
商
業
で
は
、
消
費
者
二
ー
ズ
の
多

様
化
等
に
対
応
し
て
、
商
店
街
再
開

発
、
サ
ー
ビ
ス
施
設
設
置
等
に
よ
り

広
域
商
圏
が
確
立
し
て
い
ま
す
。

　
観
光
は
、
清
津
峡
・
秋
山
郷
．
大

規
模
年
金
保
養
基
地
等
の
整
備
と
と

も
に
、
地
域
の
自
然
文
化
を
絡
め
た

広
域
観
光
ル
ー
ト
開
発
に
よ
り
、
観

光
が
産
業
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

③
圏
民
の
生
活

　
冬
期
生
活
に
た
ち
は
だ
か
る
豪
雪

は
、
除
雪
路
線
網
の
整
備
、
雪
処
理

合
理
的
シ
ス
テ
ム
の
開
発
等
で
克
服

さ
れ
、
ま
た
雪
ま
つ
り
等
の
発
展
に

よ
り
観
光
客
が
増
加
し
ま
す
。

　
医
療
体
制
は
充
実
し
、
病
気
に
な

っ
た
場
合
、
総
合
的
・
専
門
的
分
野

で
の
治
療
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
教

育
・
文
化
面
で
は
、
図
書
館
～
美
術

館
な
ど
多
目
的
機
能
を
備
え
た
大
規

模
複
合
施
設
が
完
成
し
て
い
ま
す
。
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新
計
画
で
は
、
将
来
像
実
現
の
た

め
住
民
・
高
校
三
年
生
意
識
調
査
か

ら
圏
域
の
主
要
課
題
を
抽
出
し
、
こ

れ
を
解
決
・
改
善
す
る
た
め
に
、
現

在
考
え
ら
れ
る
可
能
な
限
り
の
施
策
、

事
業
を
も
り
込
ん
だ
こ
と
が
特
徴
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
基
本
計
画
の
広
域
事
業
に
関
す
る

計
画
で
は
、
総
事
業
費
約
四
百
八
十

八
億
七
千
万
円
、
内
訳
と
し
て
は
市

町
村
事
業
約
二
百
三
十
五
億
二
千
万

円
、
一
部
事
務
組
合
事
業
約
五
十
億

二
千
万
円
、
県
事
業
約
二
百
三
億
三

千
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
住
民
意
識
調
査
結
果
と
あ
わ
せ
、

主
要
施
策
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
住
民
意
識
調
査

か
ら
も
、
「
産
業
の
振
興
」
が
一
番
急

が
れ
る
施
策
で
す
。
圏
域
に
は
織
物

と
い
う
基
幹
産
業
が
あ
り
、
就
労
の

場
の
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
．

就
労
の
場
の
拡
大

　
　
　
テ
ー
マ
①

左
図
の
よ
う
に
、

まず取組むべき施策は

興撮
　
5

業
　
図

産

雪の克服

39．3

道路交通

19．8
療

医
8

健
斜

保

　
し
か
し
、
織
物
の
単
一
圏
域
で
あ

る
た
め
、
他
産
業
開
発
が
遅
れ
て
お

り
、
産
業
基
盤
の
強
化
・
拡
充
が
必

要
で
す
。
織
物
産
業
の
発
展
は
い
う
ま

で
も
な
く
、
あ
わ
せ
て
、
恵
ま
れ
た
自

然
環
境
と
水
資
源
、
優
秀
な
労
働
力

等
圏
域
の
特
性
を
生
か
し
た
産
業
の

創
出
・
誘
致
が
必
要
で
す
。
ま
た
中

核
都
市
長
岡
へ
の
交
通
体
系
整
備
に

よ
り
、
通
勤
圏
と
し
て
雇
用
拡
大
を

図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
農
業
は
、
苗
場
山
ろ
く
開
発
等
で

優
良
農
地
を
確
保
す
る
等
、
農
業
生

産
の
大
幅
拡
大
を
め
ざ
し
、
労
働
集

約
型
作
目
の
銘
柄
商
品
化
に
よ
り
、

土
地
生
産
性
の
向
上
を
図
り
、
後
継

者
及
び
高
齢
者
対
策
も
含
め
て
幅
広

い
層
の
労
働
力
を
吸
収
で
き
る
農
業

構
造
を
創
出
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

〈
主
な
事
業
〉
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
建
設
（
昭
和
弱
～
57
年
度
）
シ

ル
ク
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
事
業
（
56
～
6
0
）

工
業
団
地
造
成
（
5
9
～
60
）

雪おろしの苦労解消を

　雪のため困ること、，

∫㌶，　一鱒麟灘
鞍類ミ撫僑薩驚繋

鐙繋鐵灘

薮隷叢轟灘醤i鐵

雪
の
克
服
と
積
極
利
用

　
　
　
テ
ー
マ
②

　
全
国
屈
指
の
豪
雪
地
帯
で
あ
る
十

日
町
圏
域
に
と
っ
て
、
雪
の
克
服
は

宿
命
的
な
課
題
で
す
。

　
圏
城
の
不
満
な
点
の
圧
倒
的
多
数

を
占
め
た
の
が
「
雪
が
あ
っ
て
住
み

に
く
い
」
で
あ
り
、
特
に
障
害
と
し

て
は
右
表
の
よ
う
に
「
雪
掘
り
・
雪

降
し
の
苦
労
」
「
道
路
交
通
の
し
や
断
」

が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
道
路
除
雪

は
路
線
・
延
長
と
も
伸
び
て
い
ま
す

が
、
今
後
も
豪
雪
を
考
慮
し
た
道
路

整
備
や
消
雪
施
設
・
な
だ
れ
防
止
施

設
、
山
間
集
落
へ
の
生
活
道
路
除
雪

を
含
め
て
広
域
除
雪
シ
ス
テ
ム
を
確

立
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
雪
ほ
り
・
雪
お
ろ
し
」
は
、
雪

国
向
き
住
宅
改
造
、
雪
処
理
空
間
の

確
保
、
ま
た
共
同
雪
処
理
シ
ス
テ
ム

な
ど
の
施
策
・
研
究
を
行
い
、
あ
わ

せ
て
雪
処
理
条
例
を
検
討
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
雪
を
水
資
源
と
し
て
の

貯
留
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
と
あ
わ
せ
、

観
光
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
資
源
と
し

て
、
圏
域
の
産
業
・
生
活
の
な
か
に

生
か
せ
る
よ
う
な
施
策
を
進
め
ま
す
。

〈
主
な
事
業
〉
消
雪
パ
イ
プ
布
設
国

庫
補
助
事
業
八
ヵ
所
（
騙
～
60
）

交
通
網
の
整
備

　
　
　
テ
ー
マ
③

　
産
業
経
済
活
動
や
日
常
生
活
の
基

本
は
道
路
・
鉄
道
を
は
じ
め
と
し
た

交
通
網
の
整
備
で
す
。

近々開通予定の上越新幹線

　
今
a
、
高
速
交
通
体
系
の
整
備
が

進
み
、
こ
れ
に
接
続
す
る
交
通
網
を

確
立
す
る
こ
と
は
、
圏
域
発
展
の
う

え
で
重
要
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
飯
山
線
の
輸
送

力
強
化
と
北
越
北
線
の
開
通
、
新
幹

線
駅
・
高
速
道
路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
ヘ
の
短
絡
道
路
の
開
発
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、
バ
ス
路
線
の
拡
充
・
駐

車
場
の
整
備
も
必
要
で
す
。

　
国
道
を
は
じ
め
、
県
道
、
市
町
村

道
は
豪
雪
を
十
分
考
慮
し
な
が
ら
、

整
備
の
遅
れ
て
い
る
路
線
の
整
備
と

と
も
に
、
中
心
街
・
交
通
渋
滞
の
激

し
い
主
要
道
路
の
二
次
改
良
・
バ
イ

パ
ス
の
推
進
と
信
濃
川
両
岸
を
結
ぶ

短
絡
道
路
建
設
が
重
要
で
す
。

〈
主
な
事
業
〉
高
山
太
子
堂
線
（
57

～
60
）
新
座
線
（
56

～
58
）
十
日
町

駅
地
下
道
新
設
（
60
）
浦
佐
．
湯
沢

駅
駐
車
場
（
57

～
58
）
商
店
街
駐
車

場
（
57
）医

療
体
制
の
充
実

　
　
　
テ
ー
マ
④

安
心
し
て
定
住
す
る
た
め
に
は
、

健
康
を
支
え
る
医
療
施
設
の
整
備
、

医
療
従
事
者
の
確
保
が
課
題
で
す
．

保健・福祉面での
必要施設は

　　　　その他　　休日・夜間
　魏　　　　　　　　診療所
　　鰐　　　　53・4
　　　　9．0
身障櫓薄

施馴3・2200％　～
医院・診療所

15，7　　　　　　　　　総合病院

　　　　　　　　　　　　354　　セン騨　　＼

　　　　22’0福蜘＼ノ

　
圏
域
の
医
師
数
は
非
常
に
不
足
し

て
お
り
、
し
か
も
中
心
部
へ
の
片
寄

り
、
専
門
医
・
専
門
施
設
が
少
な
い

二
と
な
ど
多
く
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
山
間
地
で
の
無
医
地
区
．

冬
期
無
医
地
区
が
散
在
し
て
お
り
、

休
日
・
救
急
・
夜
間
の
診
療
体
制
も

十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、
人
口
の
高
齢
化
・
生

活
条
件
の
多
様
化
な
ど
で
要
求
さ
れ

て
く
る
医
療
体
制
の
高
度
化
・
専
門

化
に
対
応
し
て
公
的
病
院
を
中
心
と

し
た
施
設
整
備
、
医
療
従
事
者
の
確

保
を
図
る
と
と
も
仁
、
要
望
の
多
い

救
急
・
夜
間
の
診
療
体
制
の
確
立
を

早
急
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〈
主
な
事
業
〉
病
院
群
輪
番
病
院
の

整
備
（
56
）
休
日
・
夜
間
診
療
所
設

置
（
5
8
）観

　
光
　
開
　
発

　
　
テ
ー
マ
⑤

　
圏
域
は
雄
大
な
河
岸
段
丘
と
豊
か

な
森
林
資
源
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
雪

も
貴
重
な
観
光
資
源
で
す
。

　
現
在
、
大
規
模
年
金
保
養
基
地
の

建
設
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
竣

工
と
立
正
佼
成
会
の
整
備
に
よ
っ
て

大
幅
な
入
込
客
増
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
と
、
上
信
越
高
原
国
立
公

園
・
秋
山
郷
・
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
．

清
津
川
多
目
的
ダ
ム
等
を
中
軸
に
、

森
林
資
源
の
観
光
開
発
、
伝
統
地
場

産
業
の
観
光
と
し
て
の
利
用
、
史
跡
．

伝
統
工
芸
、
特
産
食
品
等
年
中
行

事
、
雪
ま
つ
り
・
ス
キ
ー
場
等
冬
期

観
光
開
発
を
進
め
、
こ
れ
ら
が
連
携

を
と
っ
た
広
域
観
光
ル
ー
ト
設
定
に

努
め
ま
す
。

〈
主
な
事
業
〉
当
間
山
開
発
（
59
～

60

）
権
現
山
青
少
年
公
園
（
57
～
60
）

史
跡
公
園
（
57
～
58
）
森
林
公
園
（
56

～
58
）

大規模年金保養基地完成予想図

新広域圏計画書は各地区公民館に備えてありますのでご覧ください
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“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
犠
灘
．

再
開
麟
叢
驕
濃
　
翻
継
混
と
鵡
義

　
　
　
　
義
対
㎜
講
の
蕪
政
礫
難
組
曇
幾
照
灘
穎
四
月
一

　
冬
期
間
だ
け
休
ん
で
い
た
「
市
民
と
語
る
日
」
が
、
四
月
一
日

か
ら
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
で
三
年
目
を
迎
え
る
こ
の
市
民
と
語
る
日
は
、
年
々
市

民
の
皆
さ
ん
に
定
着
し
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
昨
年
度
初
め
て

．
試
み
た
、
地
区
で
の
移
動
市
民
と
語
る
日
や
、
テ
ー
マ
を
設
定
し

た
も
の
な
ど
、
今
年
も
よ
り
充
実
し
た
も
の
を
計
画
い
た
し
ま
す
。

通
学
路
に
街
燈
を

　
　
　
設
置
し
て

　
　
　
　
ー
中
平
地
区
1

い
る
の
で
何
と
か
設
置
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
い
ま
ま
で
の
例
で
通
学
路
用

と
し
て
設
置
し
た
例
は
な
い
が
、
防

犯
燈
と
し
て
考
え
る
こ
と
も
出
来
る
。

　
市
と
地
元
と
、
電
力
会
社
の
三
者

が
協
力
し
、
設
置
す
る
方
向
で
検
討

し
た
い
。

　
〔
対
話
を
終
え
て
…
…
尾
身
昭
一

さ
ん
の
談
『
今
回
で
二
回
目
。
気
軽

に
話
が
で
き
る
雰
囲
気
が
あ
っ
て
好

感
が
も
て
ま
す
。
そ
れ
と
、
こ
う
し

た
即
決
・
即
断
の
場
が
あ
る
こ
と
は

私
達
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
こ
と
で

す
よ
』
〕

関
係
で
長
期
間
を
家
に
居
ら
れ
な
い

こ
と
が
あ
り
、
そ
う
し
た
時
に
お
金

が
か
か
っ
て
も
良
い
か
ら
、
寝
た
き

り
の
人
の
面
倒
を
見
る
よ
う
な
施
設

が
、
近
く
に
ほ
し
い
の
で
す
が
…
…

　
　
　
こ
の
七
月
に
開
設
す
る
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
津
南
町
）
は
、

広
域
的
利
用
に
な
る
の
で
す
が
、
十

日
町
に
も
今
す
ぐ
施
設
を
つ
く
る
と

い
う
わ
け
に
は
行
か
な
い
。
今
考
え

ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
規
程
の
中
で
、
二
日
間

と
い
う
期
限
を
、
状
況
に
応
じ
て
延

長
可
能
に
す
る
と
い
う
運
用
、
特
例

を
検
討
し
て
ゆ
く
こ
と
で
す
。

　
〔
対
話
を
終
え
て
－
…
関
口
四
郎

さ
ん
の
談
『
市
民
と
語
る
日
が
あ
る

こ
と
は
前
か
ら
知
っ
て
い
ま
し
た
が

こ
う
し
た
市
民
の
さ
さ
や
か
な
声
を

聞
く
場
の
あ
る
こ
と
の
良
さ
を
改
め

て
感
じ
、
今
日
は
私
事
な
が
ら
、
気

楽
に
話
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
』
〕

国
民
年
金
保
険
料
は
…
…

四
月
か
ら
四
千
五
百
円
に

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
四
月
か

ら
月
額
四
千
五
百
円
に
な
り
ま
す
。

年
金
給
付
は
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん

が
納
付
し
た
保
険
料
の
積
立
金
と
、

そ
の
運
用
収
入
・
国
庫
負
担
金
で
ま

か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
長
い
将
来
に

わ
た
っ
て
、
適
正
な
給
付
水
準
を
確

　　　　　　　　　　　　　　　て父る生一

簾聯算等を麟蕪1，、
日難謄は・3月6日から20日までの15鑑鑑1亜

道毒鑑享躍灘二麟霧1婁羅纏疑融て
孟警灘讐㌍獣謹馨雛輪奮錐砦瓢畢爲1
生活適応施設の設置条例等が議決されました。

ま姉政にっいその一般質問は12名の議員が行いま翫一朧市畿

した。　　　　　　　　　　　　　がの対いカととて
　今議会で審識された主なものは次のとおりです。　　で談話　。』地し設

　　　　　　　　　　　　　　　きrを　　元て置’o保健センターを設置　　　　　　　　 る今終　設と考し
　4月1日より、市役所庁舎西側に保健センターを設　雰回え　　置　’えた
　　　　　　　　　　　　　　　囲でτ　す電る例置　　　　　　　　　　　　　　　気二：　るカこは一
5老人福祉センターを設鷹　　　　　　　　　　　　　　が回。i　　方会と　な
4月・日より・暉地内に老人翻センター（名称娯辱鰭島ll
「羽根川荘」）を設置　　　　　　　　　　　　　　　　て気昭　　検三来　・
馴鶏紳衛生杜会生活適応施設を設置　　　　　　　　　好軽一　　討者喬防

　4月1日より、高田町3丁目西に、精神衛生社会生

活適応施設を設置　　　1　言私　舞縫」
腰昭和55年度一般会計補正予算　　　　　　　　　　　　に事　昭悩き　ヒにi

繍難ll羅叢膿llll灘訟
環裂高懲内容）　　　謎・駕セ
・小杉溝一翻（囎繍こおける宅建法断細酵羅幕じ
作叢のモラル、雪崩防止、孤立集落の対策）　　　事寝さいの　と
●小林辰雄議賛（流雪水利計画、消防防災、飯山線の　　のた　ん　　　　　　　で

改善）

o樋臼熊蔵議貝（飯山線の新鉄局移管、青少年の健全　楽て聞；　こ　さ　　をi

　　　　　　　　　　　　　　　に感くっとん〔検脊成）　　　　　　　　　　　　　話じ場しはの対討1
・櫨雛獺（鱈費に対す綱内聰の内容・除ぢ器鮮歎』
婁費に対する受益者負繊制め実篭、中沢用流娘の現状　　と　日　る民ら市終ゆ

と今後）　　　　　　　』・眠。’短　「、』．，がはこの知民えく

・佐醐繊則冬嗣策、交鞍全）　　蹄離儲程
◎滝沢重治議貴（除雲費国療補助、除審費控除、市遭　　まな良やいる　iで1

孫雪処理対策、農業聞題〉　　　　　　　　しがさかま貝関玄1
　　　　　　　　　　　　　　　たらをなしが口漁鷹懸耕策議員く水田利用再編対策、讐崩対策、残雪』・改声たあ四　l
l靱、永資源確保と流雷溝整備）　　　　　　　〕気めをがる郎　1
瞭鵜本貞一議員（地場巌業の擬興と零綱企桑の宥成、

、糞和焼欝線の取良、融讐災害）　　　　　　　　　　　　　なぜ、保険料はなぜ、保険料は

が欄鮒㊥

保
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
健
全
な
収

支
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
ゆ
く
こ
と

が
必
要
で
す
。
年
金
は
物
価
ス
ラ
イ

ド
制
が
と
ら
れ
て
い
る
た
め
給
付
額

は
年
々
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
し
、

保
険
料
も
引
き
丘
げ
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
保
険
料
は
地
域
の
年
金
委
員
の
皆

さ
ん
が
、
だ
い
た
い
月
末
近
く
に
集

金
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
納
入
で
き
な
い
か
た
は
…
…

　
収
入
が
な
い
と
か
病
気
な
ど
で
納

め
た
く
と
も
納
入
で
き
な
い
か
た
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
場
合

は
、
未
納
の
ま
ま
に
し
な
い
で
、
地

域
の
年
金
委
員
さ
ん
か
、
市
民
生
活

課
年
金
係
（
8
七
－
三
一
一
一
番
内

線
二
一
八
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
保
険
料
を
口
座
振
替
で
納
入
す
る

か
た
は
、
振
替
日
が
四
月
二
十
日
と

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
一
度
、
指

定
金
融
機
関
で
ご
自
分
の
預
金
額
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
残
高
不

足
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
四
月
二
十

日
午
前
中
ま
で
に
預
け
入
れ
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
）
o
定
額
保
険
料
…
…
五
万
二
千

額
額

金
納
　
七
百
円
（
割
引
千
三
百
円
）

替
齢
付
袈
険
料
：
五
万
千
三
百

振
－

　
（
　
八
十
円
（
割
引
千
四
百
二
十
円
）
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昨
年
の
六
月
以
来
、
工
事
を
進
め

て
い
た
保
健
セ
ン
タ
ー
が
、
市
役
所

庁
舎
に
隣
接
し
て
、
こ
の
ほ
ど
完
成

し
ま
し
た
。
建
物
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
：
ト
造
地
下
一
階
、
地
上
三
階
建

で
、
延
床
面
積
は
、
一
、
四
八
五
㎡

で
す
。
中
に
は
、
リ
ハ
ビ
リ
室
、
栄

養
指
導
室
、
集
団
検
診
室
、
研
修
室
、

保
健
相
談
室
な
ど
が
あ
り
、
リ
ハ
ビ

保健衛生係はセンターヘ引越し

リ
室
に
は
、
運
動
療
法
機
器
も
備
え

て
あ
り
、
総
工
事
費
は
、
二
億
七
千

五
百
十
六
万
円
で
す
。

　
こ
の
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
日
常
生
活
に
密
着
し
た

健
康
相
談
や
保
健
指
導
、
食
生
活
改

善
栄
養
指
導
、
各
種
の
検
診
事
業
の

実
施
な
ど
、
市
民
の
保
健
サ
ー
ビ
ス

を
総
合
的
に
行
う
拠
点
と
し
、
ま
た
、

保
健
セ
ン
タ
ー
完
成

　
　
記
念
講

自
主
的
な
保
健
活
動
を
効
果
的
に
展

開
す
る
場
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ

く
も
の
で
す
。

　
今
ま
で
は
、
公
民
館
や
青
少
年
ホ

ー
ム
な
ど
の
設
備
の
整
っ
て
い
な
い

間
借
り
の
施
設
を
利
用
し
て
い
た
た

め
、
皆
さ
ん
に
ご
不
便
を
お
か
け
し

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
の

完
成
で
解
消
さ
れ
ま
す
。

　
早
速
、
五
月
か
ら
行
わ
れ
る
三
歳

児
検
診
、
一
歳
六
ヵ
月
児
検
診
、
育

児
学
級
と
四
ヵ
月
児
検
診
、
十
カ
月

児
の
身
体
測
定
は
、
全
て
保
健
セ
ン

タ
ー
が
会
場
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

成
人
病
検
診
や
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
間

接
撮
影
、
胃
の
集
団
検
診
な
ど
は
、

今
ま
で
ど
お
り
、
各
地
区
の
会
場
で

実
施
し
ま
す
．

　
保
健
セ
ン
タ
ー
に
は
、
保
健
衛
生

課
の
う
ち
、
保
健
衛
生
係
が
移
動
し
、

窓
口
業
務
の
多
い
、
国
保
係
は
、
今

ま
で
ど
お
り
の
位
置
で
事
務
を
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
お
間
違
い

の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

旧
大
会
議
室
へ

農
林
課
も
三
階
東
側
の
旧
大

会
議
室
へ

農
業
委
員
会
は
二
階
東
側
へ

商
工
課
も
二
階
東
側
へ

水
道
局
は
二
階
西
側
へ

保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係
は

保
健
セ
ン
タ
ー
一
階
へ

地
場
産
業

　
　
　
　
振
興
セ
ン
タ
ー

建
設
準
備
室
開
設

　
五
十
六
・
七
年
の
ニ
カ
年
間
に
建

設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
地
場
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
の
建
設
準
備
室
（
阿
部

悌
治
準
備
室
長
）
が
市
役
所
二
階
に

開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
振
興
セ
ン
タ
ー
は
、
県
、
十
日
町

市
、
中
魚
、
南
魚
、
東
頸
の
八
町
村
、

織
物
組
合
な
ど
の
地
元
業
界
の
出
資

に
よ
る
第
三
セ
ク
タ
ー
で
建
設
さ
れ
、

織
物
関
係
業
種
を
は
じ
め
、
木
工
、

酒
造
、
山
菜
加
工
な
ど
の
地
域
に
根

ざ
し
た
産
業
を
盛
り
立
て
る
と
と
も

に
、
新
し
い
地
場
産
業
の
創
出
を
は

か
り
、
地
域
振
興
の
拠
点
と
な
る
セ

ン
タ
ー
で
す
。

　
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
完
成
に
よ
っ
て
、

地
場
産
品
の
展
示
、
販
売
、
P
R
、

商
品
開
発
、
人
材
養
成
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
機
能
の
活
用
を
は
か
る
と
と
も

に
、
地
場
産
業
と
結
び
つ
い
た
観
光

開
発
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
B
七
ー
．
一
ニ
コ
番
内
線
二
四
四
）

土
地
改
良
区
も
市
役
所
へ

　
本
町
六
丁
目
の
旧
蚕
業
指
導
所
に

事
務
所
の
あ
っ
た
、
十
日
町
市
土
地

改
良
区
（
斉
木
正
義
理
事
長
）
が
、

市
役
所
三
階
東
側
に
移
転
さ
れ
ま
し

た
。
土
地
改
良
区
は
、
農
用
地
の
改

良
、
開
発
、
保
全
、
集
団
化
に
関
す

る
事
業
や
、
農
業
生
産
に
適
す
る
よ

う
に
水
条
件
や
、
土
地
条
件
な
ど
を

整
備
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

五
十
六
年
度
に
は
、
国
営
、
県
営
に

よ
る
圃
場
整
備
事
業
、
か
ん
が
い
排

水
、
換
地
事
業
な
ど
が
控
え
て
お
り
、

市
と
密
接
な
連
絡
を
と
る
た
め
、
事

務
所
の
移
転
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

事
務
所
の
電
話
は
七
－
三
一
二
番

内
線
二
七
一
と
二
－
二
四
一
一
番
で

す
。

とおガ」ぎ3（5）

演
会

日
時
　
四
月
二
十
八
日
（
火
）
午
後
一
時
三
十
分
～

会
場
　
保
健
セ
ン
タ
i
集
団
指
導
室

記
念
講
演

　
　
「
健
康
に
い
が
た
ク
・
ー
バ
ー
運
動
の
展
開
～
地
域
保

　
健
セ
ン
タ
ー
の
役
割
り
～
」

講
師
　
新
潟
県
衛
生
部
長
　
小
野
寺
伸
夫
氏

　
ど
な
た
で
も
ご
自
由
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

庁
内
事
務
室
が

　
　
変
更
に

　
保
健
セ
ン
タ
ー
の
竣
工
に
と
も
な

い
、
市
役
所
内
の
事
務
室
が
一
部
変

更
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
教
育
委
員
会
は
三
階
東
側
の

表彰を受ける水落さん

　
市
で
は
、
十
日
町
市
ほ
う
賞
規
則

（
市
政
の
進
展
、
文
化
の
向
上
、
そ

の
他
市
民
の
福
祉
増
進
に
功
労
の
あ

っ
た
人
、
及
び
市
民
の
模
範
と
な
る

善
行
を
し
た
人
を
対
象
）
に
基
づ
き

つ
ぎ
の
五
団
体
、
二
十
五
個
人
を
市

政
功
労
者
に
決
定
し
、
三
月
三
十
一

日
市
役
所
で
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

表
彰
者

　
自
治
功
労

　
阿
部
昇
（
田
川
町
）
、
風
間
又
五
郎

（
長
里
）
、
樋
口
熊
蔵
（
中
条
旭
町
）

．
柳
宗
平
（
吉
田
山
谷
）
、
遠
田
金
市

（
川
治
下
町
）
、
山
田
正
吉
（
四
日

町
）
、
藤
木
元
一
（
轟
木
）
、
尾
身

正
徳
（
中
平
V
、
中
嶋
音
政
（
新
座
）

柑
沢
喜
久
治
（
山
本
）
、
根
津
清
治

　
（
本
町
六
）
、
樋
口
忠
晴
（
伊
達
）

高
橋
サ
イ
（
千
手
）

　
産
業
功
労

　
西
川
来
（
四
日
町
）
、
根
津
伊
勢

三
郎
（
若
宮
町
）
、
水
落
常
作
（
上

新
田
）
、
上
村
ミ
イ
（
土
市
）
、
牧

野
常
作
（
宮
下
東
）
、
樋
熊
清
作
（
新

座
）　

交
通
安
全
・
防
災

　
中
沢
幾
太
郎
（
四
日
町
）
、
阿
部

茂
寿
（
水
野
町
）
、
俵
山
正
亥
、
（
ニ

ツ
屋
）
庭
野
誠
助
（
田
中
町
本
通
り
）
、

村
山
清
一
郎
（
為
永
）
、
橋
本
厳
毫

（
新
水
）

　
寄
付

　
十
日
町
砂
利
合
資
会
社
、
十
日
町

水
道
工
業
、
立
正
佼
成
会
、
新
潟
県

生
命
共
済
農
業
協
同
組
合
、
日
本
損

害
保
険
協
会
、
山
口
昭
士
（
袋
町
）
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“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
犠
灘
．

再
開
麟
叢
驕
濃
　
翻
継
混
と
鵡
義

　
　
　
　
義
対
㎜
講
の
蕪
政
礫
難
組
曇
幾
照
灘
穎
四
月
一

　
冬
期
間
だ
け
休
ん
で
い
た
「
市
民
と
語
る
日
」
が
、
四
月
一
日

か
ら
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
で
三
年
目
を
迎
え
る
こ
の
市
民
と
語
る
日
は
、
年
々
市

民
の
皆
さ
ん
に
定
着
し
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
昨
年
度
初
め
て

．
試
み
た
、
地
区
で
の
移
動
市
民
と
語
る
日
や
、
テ
ー
マ
を
設
定
し

た
も
の
な
ど
、
今
年
も
よ
り
充
実
し
た
も
の
を
計
画
い
た
し
ま
す
。

通
学
路
に
街
燈
を

　
　
　
設
置
し
て

　
　
　
　
ー
中
平
地
区
1

い
る
の
で
何
と
か
設
置
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
い
ま
ま
で
の
例
で
通
学
路
用

と
し
て
設
置
し
た
例
は
な
い
が
、
防

犯
燈
と
し
て
考
え
る
こ
と
も
出
来
る
。

　
市
と
地
元
と
、
電
力
会
社
の
三
者

が
協
力
し
、
設
置
す
る
方
向
で
検
討

し
た
い
。

　
〔
対
話
を
終
え
て
…
…
尾
身
昭
一

さ
ん
の
談
『
今
回
で
二
回
目
。
気
軽

に
話
が
で
き
る
雰
囲
気
が
あ
っ
て
好

感
が
も
て
ま
す
。
そ
れ
と
、
こ
う
し

た
即
決
・
即
断
の
場
が
あ
る
こ
と
は

私
達
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
こ
と
で

す
よ
』
〕

関
係
で
長
期
間
を
家
に
居
ら
れ
な
い

こ
と
が
あ
り
、
そ
う
し
た
時
に
お
金

が
か
か
っ
て
も
良
い
か
ら
、
寝
た
き

り
の
人
の
面
倒
を
見
る
よ
う
な
施
設

が
、
近
く
に
ほ
し
い
の
で
す
が
…
…

　
　
　
こ
の
七
月
に
開
設
す
る
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
津
南
町
）
は
、

広
域
的
利
用
に
な
る
の
で
す
が
、
十

日
町
に
も
今
す
ぐ
施
設
を
つ
く
る
と

い
う
わ
け
に
は
行
か
な
い
。
今
考
え

ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
規
程
の
中
で
、
二
日
間

と
い
う
期
限
を
、
状
況
に
応
じ
て
延

長
可
能
に
す
る
と
い
う
運
用
、
特
例

を
検
討
し
て
ゆ
く
こ
と
で
す
。

　
〔
対
話
を
終
え
て
－
…
関
口
四
郎

さ
ん
の
談
『
市
民
と
語
る
日
が
あ
る

こ
と
は
前
か
ら
知
っ
て
い
ま
し
た
が

こ
う
し
た
市
民
の
さ
さ
や
か
な
声
を

聞
く
場
の
あ
る
こ
と
の
良
さ
を
改
め

て
感
じ
、
今
日
は
私
事
な
が
ら
、
気

楽
に
話
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
』
〕

国
民
年
金
保
険
料
は
…
…

四
月
か
ら
四
千
五
百
円
に

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
四
月
か

ら
月
額
四
千
五
百
円
に
な
り
ま
す
。

年
金
給
付
は
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん

が
納
付
し
た
保
険
料
の
積
立
金
と
、

そ
の
運
用
収
入
・
国
庫
負
担
金
で
ま

か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
長
い
将
来
に

わ
た
っ
て
、
適
正
な
給
付
水
準
を
確

　　　　　　　　　　　　　　　て父る生一

簾聯算等を麟蕪1，、
日難謄は・3月6日から20日までの15鑑鑑1亜

道毒鑑享躍灘二麟霧1婁羅纏疑融て
孟警灘讐㌍獣謹馨雛輪奮錐砦瓢畢爲1
生活適応施設の設置条例等が議決されました。

ま姉政にっいその一般質問は12名の議員が行いま翫一朧市畿

した。　　　　　　　　　　　　　がの対いカととて
　今議会で審識された主なものは次のとおりです。　　で談話　。』地し設

　　　　　　　　　　　　　　　きrを　　元て置’o保健センターを設置　　　　　　　　 る今終　設と考し
　4月1日より、市役所庁舎西側に保健センターを設　雰回え　　置　’えた
　　　　　　　　　　　　　　　囲でτ　す電る例置　　　　　　　　　　　　　　　気二：　るカこは一
5老人福祉センターを設鷹　　　　　　　　　　　　　　が回。i　　方会と　な
4月・日より・暉地内に老人翻センター（名称娯辱鰭島ll
「羽根川荘」）を設置　　　　　　　　　　　　　　　　て気昭　　検三来　・
馴鶏紳衛生杜会生活適応施設を設置　　　　　　　　　好軽一　　討者喬防

　4月1日より、高田町3丁目西に、精神衛生社会生

活適応施設を設置　　　1　言私　舞縫」
腰昭和55年度一般会計補正予算　　　　　　　　　　　　に事　昭悩き　ヒにi

繍難ll羅叢膿llll灘訟
環裂高懲内容）　　　謎・駕セ
・小杉溝一翻（囎繍こおける宅建法断細酵羅幕じ
作叢のモラル、雪崩防止、孤立集落の対策）　　　事寝さいの　と
●小林辰雄議賛（流雪水利計画、消防防災、飯山線の　　のた　ん　　　　　　　で

改善）

o樋臼熊蔵議貝（飯山線の新鉄局移管、青少年の健全　楽て聞；　こ　さ　　をi

　　　　　　　　　　　　　　　に感くっとん〔検脊成）　　　　　　　　　　　　　話じ場しはの対討1
・櫨雛獺（鱈費に対す綱内聰の内容・除ぢ器鮮歎』
婁費に対する受益者負繊制め実篭、中沢用流娘の現状　　と　日　る民ら市終ゆ

と今後）　　　　　　　』・眠。’短　「、』．，がはこの知民えく

・佐醐繊則冬嗣策、交鞍全）　　蹄離儲程
◎滝沢重治議貴（除雲費国療補助、除審費控除、市遭　　まな良やいる　iで1

孫雪処理対策、農業聞題〉　　　　　　　　しがさかま貝関玄1
　　　　　　　　　　　　　　　たらをなしが口漁鷹懸耕策議員く水田利用再編対策、讐崩対策、残雪』・改声たあ四　l
l靱、永資源確保と流雷溝整備）　　　　　　　〕気めをがる郎　1
瞭鵜本貞一議員（地場巌業の擬興と零綱企桑の宥成、

、糞和焼欝線の取良、融讐災害）　　　　　　　　　　　　　なぜ、保険料はなぜ、保険料は

が欄鮒㊥

保
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
健
全
な
収

支
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
ゆ
く
こ
と

が
必
要
で
す
。
年
金
は
物
価
ス
ラ
イ

ド
制
が
と
ら
れ
て
い
る
た
め
給
付
額

は
年
々
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
し
、

保
険
料
も
引
き
丘
げ
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
保
険
料
は
地
域
の
年
金
委
員
の
皆

さ
ん
が
、
だ
い
た
い
月
末
近
く
に
集

金
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
納
入
で
き
な
い
か
た
は
…
…

　
収
入
が
な
い
と
か
病
気
な
ど
で
納

め
た
く
と
も
納
入
で
き
な
い
か
た
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
場
合

は
、
未
納
の
ま
ま
に
し
な
い
で
、
地

域
の
年
金
委
員
さ
ん
か
、
市
民
生
活

課
年
金
係
（
8
七
－
三
一
一
一
番
内

線
二
一
八
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
保
険
料
を
口
座
振
替
で
納
入
す
る

か
た
は
、
振
替
日
が
四
月
二
十
日
と

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
一
度
、
指

定
金
融
機
関
で
ご
自
分
の
預
金
額
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
残
高
不

足
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
四
月
二
十

日
午
前
中
ま
で
に
預
け
入
れ
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
）
o
定
額
保
険
料
…
…
五
万
二
千

額
額

金
納
　
七
百
円
（
割
引
千
三
百
円
）

替
齢
付
袈
険
料
：
五
万
千
三
百

振
－

　
（
　
八
十
円
（
割
引
千
四
百
二
十
円
）

第3種郵便物認可）昭和56年4月10日

　
昨
年
の
六
月
以
来
、
工
事
を
進
め

て
い
た
保
健
セ
ン
タ
ー
が
、
市
役
所

庁
舎
に
隣
接
し
て
、
こ
の
ほ
ど
完
成

し
ま
し
た
。
建
物
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
：
ト
造
地
下
一
階
、
地
上
三
階
建

で
、
延
床
面
積
は
、
一
、
四
八
五
㎡

で
す
。
中
に
は
、
リ
ハ
ビ
リ
室
、
栄

養
指
導
室
、
集
団
検
診
室
、
研
修
室
、

保
健
相
談
室
な
ど
が
あ
り
、
リ
ハ
ビ

保健衛生係はセンターヘ引越し

リ
室
に
は
、
運
動
療
法
機
器
も
備
え

て
あ
り
、
総
工
事
費
は
、
二
億
七
千

五
百
十
六
万
円
で
す
。

　
こ
の
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
日
常
生
活
に
密
着
し
た

健
康
相
談
や
保
健
指
導
、
食
生
活
改

善
栄
養
指
導
、
各
種
の
検
診
事
業
の

実
施
な
ど
、
市
民
の
保
健
サ
ー
ビ
ス

を
総
合
的
に
行
う
拠
点
と
し
、
ま
た
、

保
健
セ
ン
タ
ー
完
成

　
　
記
念
講

自
主
的
な
保
健
活
動
を
効
果
的
に
展

開
す
る
場
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ

く
も
の
で
す
。

　
今
ま
で
は
、
公
民
館
や
青
少
年
ホ

ー
ム
な
ど
の
設
備
の
整
っ
て
い
な
い

間
借
り
の
施
設
を
利
用
し
て
い
た
た

め
、
皆
さ
ん
に
ご
不
便
を
お
か
け
し

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
の

完
成
で
解
消
さ
れ
ま
す
。

　
早
速
、
五
月
か
ら
行
わ
れ
る
三
歳

児
検
診
、
一
歳
六
ヵ
月
児
検
診
、
育

児
学
級
と
四
ヵ
月
児
検
診
、
十
カ
月

児
の
身
体
測
定
は
、
全
て
保
健
セ
ン

タ
ー
が
会
場
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

成
人
病
検
診
や
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
間

接
撮
影
、
胃
の
集
団
検
診
な
ど
は
、

今
ま
で
ど
お
り
、
各
地
区
の
会
場
で

実
施
し
ま
す
．

　
保
健
セ
ン
タ
ー
に
は
、
保
健
衛
生

課
の
う
ち
、
保
健
衛
生
係
が
移
動
し
、

窓
口
業
務
の
多
い
、
国
保
係
は
、
今

ま
で
ど
お
り
の
位
置
で
事
務
を
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
お
間
違
い

の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

旧
大
会
議
室
へ

農
林
課
も
三
階
東
側
の
旧
大

会
議
室
へ

農
業
委
員
会
は
二
階
東
側
へ

商
工
課
も
二
階
東
側
へ

水
道
局
は
二
階
西
側
へ

保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係
は

保
健
セ
ン
タ
ー
一
階
へ

地
場
産
業

　
　
　
　
振
興
セ
ン
タ
ー

建
設
準
備
室
開
設

　
五
十
六
・
七
年
の
ニ
カ
年
間
に
建

設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
地
場
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
の
建
設
準
備
室
（
阿
部

悌
治
準
備
室
長
）
が
市
役
所
二
階
に

開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
振
興
セ
ン
タ
ー
は
、
県
、
十
日
町

市
、
中
魚
、
南
魚
、
東
頸
の
八
町
村
、

織
物
組
合
な
ど
の
地
元
業
界
の
出
資

に
よ
る
第
三
セ
ク
タ
ー
で
建
設
さ
れ
、

織
物
関
係
業
種
を
は
じ
め
、
木
工
、

酒
造
、
山
菜
加
工
な
ど
の
地
域
に
根

ざ
し
た
産
業
を
盛
り
立
て
る
と
と
も

に
、
新
し
い
地
場
産
業
の
創
出
を
は

か
り
、
地
域
振
興
の
拠
点
と
な
る
セ

ン
タ
ー
で
す
。

　
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
完
成
に
よ
っ
て
、

地
場
産
品
の
展
示
、
販
売
、
P
R
、

商
品
開
発
、
人
材
養
成
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
機
能
の
活
用
を
は
か
る
と
と
も

に
、
地
場
産
業
と
結
び
つ
い
た
観
光

開
発
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
B
七
ー
．
一
ニ
コ
番
内
線
二
四
四
）

土
地
改
良
区
も
市
役
所
へ

　
本
町
六
丁
目
の
旧
蚕
業
指
導
所
に

事
務
所
の
あ
っ
た
、
十
日
町
市
土
地

改
良
区
（
斉
木
正
義
理
事
長
）
が
、

市
役
所
三
階
東
側
に
移
転
さ
れ
ま
し

た
。
土
地
改
良
区
は
、
農
用
地
の
改

良
、
開
発
、
保
全
、
集
団
化
に
関
す

る
事
業
や
、
農
業
生
産
に
適
す
る
よ

う
に
水
条
件
や
、
土
地
条
件
な
ど
を

整
備
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

五
十
六
年
度
に
は
、
国
営
、
県
営
に

よ
る
圃
場
整
備
事
業
、
か
ん
が
い
排

水
、
換
地
事
業
な
ど
が
控
え
て
お
り
、

市
と
密
接
な
連
絡
を
と
る
た
め
、
事

務
所
の
移
転
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

事
務
所
の
電
話
は
七
－
三
一
二
番

内
線
二
七
一
と
二
－
二
四
一
一
番
で

す
。

とおガ」ぎ3（5）

演
会

日
時
　
四
月
二
十
八
日
（
火
）
午
後
一
時
三
十
分
～

会
場
　
保
健
セ
ン
タ
i
集
団
指
導
室

記
念
講
演

　
　
「
健
康
に
い
が
た
ク
・
ー
バ
ー
運
動
の
展
開
～
地
域
保

　
健
セ
ン
タ
ー
の
役
割
り
～
」

講
師
　
新
潟
県
衛
生
部
長
　
小
野
寺
伸
夫
氏

　
ど
な
た
で
も
ご
自
由
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

庁
内
事
務
室
が

　
　
変
更
に

　
保
健
セ
ン
タ
ー
の
竣
工
に
と
も
な

い
、
市
役
所
内
の
事
務
室
が
一
部
変

更
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
教
育
委
員
会
は
三
階
東
側
の

表彰を受ける水落さん

　
市
で
は
、
十
日
町
市
ほ
う
賞
規
則

（
市
政
の
進
展
、
文
化
の
向
上
、
そ

の
他
市
民
の
福
祉
増
進
に
功
労
の
あ

っ
た
人
、
及
び
市
民
の
模
範
と
な
る

善
行
を
し
た
人
を
対
象
）
に
基
づ
き

つ
ぎ
の
五
団
体
、
二
十
五
個
人
を
市

政
功
労
者
に
決
定
し
、
三
月
三
十
一

日
市
役
所
で
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

表
彰
者

　
自
治
功
労

　
阿
部
昇
（
田
川
町
）
、
風
間
又
五
郎

（
長
里
）
、
樋
口
熊
蔵
（
中
条
旭
町
）

．
柳
宗
平
（
吉
田
山
谷
）
、
遠
田
金
市

（
川
治
下
町
）
、
山
田
正
吉
（
四
日

町
）
、
藤
木
元
一
（
轟
木
）
、
尾
身

正
徳
（
中
平
V
、
中
嶋
音
政
（
新
座
）

柑
沢
喜
久
治
（
山
本
）
、
根
津
清
治

　
（
本
町
六
）
、
樋
口
忠
晴
（
伊
達
）

高
橋
サ
イ
（
千
手
）

　
産
業
功
労

　
西
川
来
（
四
日
町
）
、
根
津
伊
勢

三
郎
（
若
宮
町
）
、
水
落
常
作
（
上

新
田
）
、
上
村
ミ
イ
（
土
市
）
、
牧

野
常
作
（
宮
下
東
）
、
樋
熊
清
作
（
新

座
）　

交
通
安
全
・
防
災

　
中
沢
幾
太
郎
（
四
日
町
）
、
阿
部

茂
寿
（
水
野
町
）
、
俵
山
正
亥
、
（
ニ

ツ
屋
）
庭
野
誠
助
（
田
中
町
本
通
り
）
、

村
山
清
一
郎
（
為
永
）
、
橋
本
厳
毫

（
新
水
）

　
寄
付

　
十
日
町
砂
利
合
資
会
社
、
十
日
町

水
道
工
業
、
立
正
佼
成
会
、
新
潟
県

生
命
共
済
農
業
協
同
組
合
、
日
本
損

害
保
険
協
会
、
山
口
昭
士
（
袋
町
）
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道料金ガ愛わりまず7

　すでに市報でお知らせし、ご協力をお願いして

いますが、4月使用分（6月徴収分）から、水道

料金が改定されます。

　諸物価高騰のおりですがご協力ください。

　なお、水道料金の早見表は、表のとおりです。

　■■

ンv

〔計算例〕

口経13ミリで2ヵ月46立方㍍使用の時の水道料金

基本料金　　初めの20立方㍍　　　　〆）ぎの20立方㍍　　　　41立方㍍以上の分

920円＋（20㎡×50円）＋（20㎡×120円）＋（6㎡×150円）ニ5，220円

〔おねがい〕

○引越しのときは、水道料金の精算をしますので、2～3日前にご連

　絡ください。

○メーターボックス（量水器）の上には物を置かないようにして

ください。

○ときどき内部漏水の点検をしてください。

　　（蛇口を全部締めて量水器の赤い針が動くかどうかを確認〉

（2カ月奪こつ春）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表　　　　　　　　　　　　　　　　　見
　　　　　　　　　　　　　皐　　　　　　　　　　釜　　　　　　　糠li講灘

　　　径

使用水量

　　　　　　　　　　　　　　従量料金　接禁謬齢摩で・彊禁謬￥迄艀で・纏禁恐き、5。円
口

13ミ　リ 16　ミリ 20　ミリ 25　ミリ 30　ミリ 40　ミリ 50　ミリ 75　ミリ 100　ミリ

920円 1，160円 1，680円 2，400円 3，000円 5，400円 9，000円 16，600円 24，000円
1㎡ 970 1，210 19730 2，450 3，050 5，450 9，050 16，650 24，050

2 19020 1，260 19780 2，500 3，100 5，500 9，100 16，700 249100
3 1，070 1，310 1，830 2，550 3，150 5，550 9，150 16，750 24，150

4 19120 1，360 19880 2，600 3，200 5，600 99200 169800 249200
5 1，170 19410 1，930 2，650 3，250 5，650 9，250 16，850 249250
6 1，220 1，460 1，980 2，700 3，300 59700 9，300 16，900 24，300

7 1，270 1，510 2，030 2，750 39350 5，750 9，350 16，950 24，350

8 1，320 1，560 2，080 2，800 3，400 59800 99400 17，000 24，400

9 1，370 1，610 2，130 29850 3，450 5，850 9，450 17，050 24，450

10 1，420 1，660 2，180 29900 3，500 5，900 9，500 17，100 24，500

11 1，470 1，710 2，230 2，950 3，550 59950 9レ550 17，150 24，550

12 1，520 19760 29280 3，000 3，600 6，000 9，600 17，200 24，600

13 19570 19810 29330 3，050 3，650 69050 9，650 17，250 24，650

14 1，620 19860 2，380 3，100 3，700 6，100 9，700 17，300 24，700

15 1，670 1，910 29430 3，150 3，750 6，150 9，750 17，350 249750
16 1，720 1，960 29480 3，200 3，800 6，200 9，800 17，400 249800
17 1，770 29010 2，530 3，250 39850 6，250 99850 179450 24，850

18 1，820 2，060 2，580 3，300 3，900 6，300 99900 17，500 24，900

19 1，870 2，110 2，630 3，350 3，950 6，，350 9，950 17，550 249950
20 19920 29160 2，680 3，400 49000 6，400 10，000 17，600 25，000

21 2，040 2，280 2，800 3，520 4，120 6，520 10，120 17，720 25，120

22 2，160 2，400 29920 3，640 49240 6，640 10，240 17，840 25，240

23 2，280 2，520 39040 3，760 4，360 6，760 10，360 17，960 25，360

24 2，400 2，640 3，160 3，880 4，480 6，880 109480 189080 25，480

25 2，520 2，760 39280 4，000 4，600 7，000 10，600 18，200 25，，600

26 2，640 29880 39400 4，120 4，720 7，120 10，720 18，320 25，720

27 2，760 39000 3，520 4，240 4，840 7，240 10，840 189440 25，840

28 2，880 3，120 39640 4，360 4，960 7，360 10，960 18，560 259960
29 3，000 3，240 3，760 49480 5，080 7ラ480 11，080 18，680 26，080

30 3，120 3，360 3，880 4，600 5，200 7，600 11，200 18，800 26，200

31 3，240 3，480 4，000 4，720 5，320 7，720 11，320 18，920 26，320

第3種郵便物認可）昭和56年4月10目とおガ詐お㎝

　　口
　　　径

　　料
使用水量

従量料金　接禁謬編醗で・纏llil謬塾講で・纏敷1至」1き、5。円

13　ミ　リ 16　ミ　リ 20　ミ　リ 25　ミ　リ 3｛）ミ　リ 4〔）ミ　リ 5｛）ミ　リ 75　ミリ 100　ミ　リ

920円 19160 1，680円 2，400円 3，000円 5，400円 9，000円 169600円 24，000円
32nf 3，360 3，600 4，120 49840 5，440 7，840 11，440 19，040 26，440

33 3，480 3，720 4，240 4，960 5，56●0 7，960 11，560 19，160 26，560

34 3，600 3，840 4，360 5，080 5，680 8，080 119680 19，280 26，680

35 3，720 3，960 4，480 5，200 5，800 8，200 11，800 19，400 26，800

36 3，840 4，080 4，600 5，320 5，920 8，320 11，920 19，520 26，920

37 3，960 4，200 4，720 5，440 6，040 8，440 12，040 19，640 27，040

38 4，080 4，320 4，840 5，560 6，160 8，560 12，160 19，760 27，160

39 4，200 4，440 4，960 59680 6，280 8，680 12，280 19，880 27，280
40 4，320 4，560 5，080 5，800 6，400 89800 12，400 20，000 27，400

41 4，470 4，710 5，230 59950 6，550 8，950 12，550 20，150 27，550

42 4，620 4，860 59380 6，100 6，700 9，100 12，700 20，300 27，700

43 4，770 59010 5，530 6，250 6，850 9，250 12，850 20，450 27，850

44 4，920 5，160 5，680 69400 79000 9，400 139000 20，600 28，000

45 5，070 5，310 5，830 6，550 7，150 9，550 13，150 20，750 28，150

46 59220 5，460 59980 6，700 79300 9，700 13，300 20，900 28，300

47 5，370 5，610 6，130 6，850 7，450 99850 13，450 21，050 28，450

48 5，520 5，760 69280 7，000 7，600 10，000 13，600 21，200 28，600

49 5，670 5，910 6，430 7，150 7，750 10，150 13，750 21，350 28，750

50 59820 6，060 69580 7，300 7，900 10，300 13，900 21，500 28，900

51 5，970 6，210 6，730 7，450 8，050 10，450 14，050 21，650 29，050

52 6，120 6，360 6，880 7，600 89200 10，600 14，200 21，800 29，200

53 6，270 6，510 7，030 7，750 8，350 10，750 14，350 21，950 29，350

54 6，420 6，660 79180 7，900 8，500 10，900 14，500 229100 29，500

55 6，570 6，810 7，330 89050 8，650 11，050 14，650 22，250 29，650

56 6，720 6，960 7，480 8，200 8，800 11，200 14，800 22，400 29，800

57 6，870 7，110 7，630 8，350 8，950 119350 14，950 22，550 29，950

58 7，020 7，260 79780 8，500 9，100 11，500 15，100 22，700 30，100

59 7，170 79410 7，930 8，650 9，250 11，650 15，250 22，850 30，250

60 7，320 7，560 8，080 8，800 9，400 11，800 15，400 23，000 30，400
100 13，320 13，560 14，080 14，800 15，400 17，800 21，400 29，000 36，400

150 20，820 21，060 21，580 229300 22，900 25，300 28，900 369500 43，900

200 28，320 28，560 29，080 29，800 30，400 32，800 36，400 44，000 51，400

300 43，320 43，560 44，080 44，800 45，400 47，800 51，400 59，000 669400
400 58，320 58，560 59，080 599800 60，400 62，800 66，400 74，000 81，400

500 73，320 73，560 74，080 74，800 75，400 77，800 81，400 899000 96，400
1，000 148，320 148，560 149，080 149，800 1509400 1529800 156，400 164，000 171，400

海
水
”
を
み
ん
な
で
考
晩
ま
う

　
水
、
そ
れ
は
私
達
に
と
っ
て
、
あ

ま
り
に
も
身
近
か
に
あ
り
、
そ
の
恩

恵
の
中
で
、
そ
の
価
値
を
見
失
っ
て

い
る
も
の
。

　
水
は
生
命
の
源
で
す
。
水
は
、
私

達
人
間
は
も
と
よ
り
、
地
球
上
の
あ

ら
ゆ
る
生
物
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と

が
出
来
ま
せ
ん
。
私
達
の
く
ら
し
の

基
本
と
な
る
最
も
大
切
な
も
の
で
す
。

　
人
間
は
、
食
物
が
な
く
て
も
数
週

間
は
生
き
ら
れ
ま
す
が
、
水
を
飲
ま

な
け
れ
ば
数
日
間
で
死
ん
で
し
ま
う

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
有
史
以
来
、
水
の
あ
る
と
こ
ろ
に

人
が
住
み
、
集
落
を
か
た
ど
り
、
や

が
て
“
む
ら
”
や
“
ま
ち
”
を
な
し
、

大
き
く
発
展
し
て
来
ま
し
た
。
人
類

の
歴
史
や
文
化
は
水
の
歴
史
で
あ
り

水
に
作
ら
れ
た
文
化
で
も
あ
り
ま
す
。

　
農
業
、
工
業
、
林
業
、
漁
業
等
産

業
活
動
は
も
と
よ
り
、
政
治
か
ら
治

安
、
外
交
に
至
る
ま
で
、
ほ
と
ん
ど

全
て
の
人
問
活
動
と
深
く
関
係
し
て

い
ま
す
。

　
そ
の
大
切
な
水
も
、
資
源
に
乏
し

い
わ
が
国
に
於
い
て
、
恵
ま
れ
た
も

の
の
一
つ
と
し
て
、
私
達
の
く
ら
し

の
中
に
あ
り
、
そ
れ
を
私
達
自
身
が

ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
来
た
か
は
、

浪
費
す
る
事
を
揚
水
の
如
く
使
う
、

と
い
う
諺
に
言
い
つ
く
さ
れ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。

　
世
の
中
の
進
歩
は
、
産
業
の
構
造

を
変
革
し
、
生
活
水
準
の
向
上
と
生

活
様
式
も
大
き
く
変
え
、
そ
れ
と
あ

わ
せ
て
、
水
の
需
要
量
を
年
々
増
加

さ
せ
、
ま
た
一
方
で
は
、
水
の
汚
濁

と
い
う
問
題
を
発
生
し
て
来
ま
し
た
。

　
今
後
、
新
た
な
水
の
補
給
が
、
そ

の
地
域
の
将
来
を
決
定
づ
け
る
こ
と

に
な
り
、
　
「
水
の
無
い
と
こ
ろ
に
、

未
来
は
無
い
。
」
と
い
う
こ
と
は
、
今

も
昔
も
変
り
な
い
事
実
で
す
。
私
達

の
地
域
の
水
需
要
も
、
生
活
用
水
を

は
じ
め
，
織
物
産
業
を
中
心
と
し
た

工
業
用
水
、
農
業
用
水
、
あ
る
い
は

克
雪
都
市
実
現
の
た
め
の
流
消
雪
用

水
等
、
新
た
に
相
当
量
の
水
利
用
計

画
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
一
の
信
濃
川
を
ふ
と
こ
ろ
に

し
、
そ
れ
に
注
ぐ
数
多
く
の
小
河
川

を
も
ち
、
一
見
豊
か
な
水
に
囲
ま
れ

た
妻
有
の
里
の
水
需
給
も
、
極
め
て

厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
億
確
か
で

す
。
1
水
は
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
、

何
時
で
も
出
て
来
る
も
の
で
は
な
く

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
過
去
に
於
い
て
、
決
し
て
過
大
視

さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
水
の
価
値

を
改
め
て
見
直
す
た
め
、
皆
さ
ん
と

と
も
に
、
水
の
諸
問
題
を
こ
の
シ
リ

ー
ズ
の
中
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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道料金ガ愛わりまず7

　すでに市報でお知らせし、ご協力をお願いして

いますが、4月使用分（6月徴収分）から、水道

料金が改定されます。

　諸物価高騰のおりですがご協力ください。

　なお、水道料金の早見表は、表のとおりです。

　■■

ンv

〔計算例〕

口経13ミリで2ヵ月46立方㍍使用の時の水道料金

基本料金　　初めの20立方㍍　　　　〆）ぎの20立方㍍　　　　41立方㍍以上の分

920円＋（20㎡×50円）＋（20㎡×120円）＋（6㎡×150円）ニ5，220円

〔おねがい〕

○引越しのときは、水道料金の精算をしますので、2～3日前にご連

　絡ください。

○メーターボックス（量水器）の上には物を置かないようにして

ください。

○ときどき内部漏水の点検をしてください。

　　（蛇口を全部締めて量水器の赤い針が動くかどうかを確認〉

（2カ月奪こつ春）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表　　　　　　　　　　　　　　　　　見
　　　　　　　　　　　　　皐　　　　　　　　　　釜　　　　　　　糠li講灘

　　　径

使用水量

　　　　　　　　　　　　　　従量料金　接禁謬齢摩で・彊禁謬￥迄艀で・纏禁恐き、5。円
口

13ミ　リ 16　ミリ 20　ミリ 25　ミリ 30　ミリ 40　ミリ 50　ミリ 75　ミリ 100　ミリ

920円 1，160円 1，680円 2，400円 3，000円 5，400円 9，000円 16，600円 24，000円
1㎡ 970 1，210 19730 2，450 3，050 5，450 9，050 16，650 24，050

2 19020 1，260 19780 2，500 3，100 5，500 9，100 16，700 249100
3 1，070 1，310 1，830 2，550 3，150 5，550 9，150 16，750 24，150

4 19120 1，360 19880 2，600 3，200 5，600 99200 169800 249200
5 1，170 19410 1，930 2，650 3，250 5，650 9，250 16，850 249250
6 1，220 1，460 1，980 2，700 3，300 59700 9，300 16，900 24，300

7 1，270 1，510 2，030 2，750 39350 5，750 9，350 16，950 24，350

8 1，320 1，560 2，080 2，800 3，400 59800 99400 17，000 24，400

9 1，370 1，610 2，130 29850 3，450 5，850 9，450 17，050 24，450

10 1，420 1，660 2，180 29900 3，500 5，900 9，500 17，100 24，500

11 1，470 1，710 2，230 2，950 3，550 59950 9レ550 17，150 24，550

12 1，520 19760 29280 3，000 3，600 6，000 9，600 17，200 24，600

13 19570 19810 29330 3，050 3，650 69050 9，650 17，250 24，650

14 1，620 19860 2，380 3，100 3，700 6，100 9，700 17，300 24，700

15 1，670 1，910 29430 3，150 3，750 6，150 9，750 17，350 249750
16 1，720 1，960 29480 3，200 3，800 6，200 9，800 17，400 249800
17 1，770 29010 2，530 3，250 39850 6，250 99850 179450 24，850

18 1，820 2，060 2，580 3，300 3，900 6，300 99900 17，500 24，900

19 1，870 2，110 2，630 3，350 3，950 6，，350 9，950 17，550 249950
20 19920 29160 2，680 3，400 49000 6，400 10，000 17，600 25，000

21 2，040 2，280 2，800 3，520 4，120 6，520 10，120 17，720 25，120

22 2，160 2，400 29920 3，640 49240 6，640 10，240 17，840 25，240

23 2，280 2，520 39040 3，760 4，360 6，760 10，360 17，960 25，360

24 2，400 2，640 3，160 3，880 4，480 6，880 109480 189080 25，480

25 2，520 2，760 39280 4，000 4，600 7，000 10，600 18，200 25，，600

26 2，640 29880 39400 4，120 4，720 7，120 10，720 18，320 25，720

27 2，760 39000 3，520 4，240 4，840 7，240 10，840 189440 25，840

28 2，880 3，120 39640 4，360 4，960 7，360 10，960 18，560 259960
29 3，000 3，240 3，760 49480 5，080 7ラ480 11，080 18，680 26，080

30 3，120 3，360 3，880 4，600 5，200 7，600 11，200 18，800 26，200

31 3，240 3，480 4，000 4，720 5，320 7，720 11，320 18，920 26，320

第3種郵便物認可）昭和56年4月10目とおガ詐お㎝

　　口
　　　径

　　料
使用水量

従量料金　接禁謬編醗で・纏llil謬塾講で・纏敷1至」1き、5。円

13　ミ　リ 16　ミ　リ 20　ミ　リ 25　ミ　リ 3｛）ミ　リ 4〔）ミ　リ 5｛）ミ　リ 75　ミリ 100　ミ　リ

920円 19160 1，680円 2，400円 3，000円 5，400円 9，000円 169600円 24，000円
32nf 3，360 3，600 4，120 49840 5，440 7，840 11，440 19，040 26，440

33 3，480 3，720 4，240 4，960 5，56●0 7，960 11，560 19，160 26，560

34 3，600 3，840 4，360 5，080 5，680 8，080 119680 19，280 26，680

35 3，720 3，960 4，480 5，200 5，800 8，200 11，800 19，400 26，800

36 3，840 4，080 4，600 5，320 5，920 8，320 11，920 19，520 26，920

37 3，960 4，200 4，720 5，440 6，040 8，440 12，040 19，640 27，040

38 4，080 4，320 4，840 5，560 6，160 8，560 12，160 19，760 27，160

39 4，200 4，440 4，960 59680 6，280 8，680 12，280 19，880 27，280
40 4，320 4，560 5，080 5，800 6，400 89800 12，400 20，000 27，400

41 4，470 4，710 5，230 59950 6，550 8，950 12，550 20，150 27，550

42 4，620 4，860 59380 6，100 6，700 9，100 12，700 20，300 27，700

43 4，770 59010 5，530 6，250 6，850 9，250 12，850 20，450 27，850

44 4，920 5，160 5，680 69400 79000 9，400 139000 20，600 28，000

45 5，070 5，310 5，830 6，550 7，150 9，550 13，150 20，750 28，150

46 59220 5，460 59980 6，700 79300 9，700 13，300 20，900 28，300

47 5，370 5，610 6，130 6，850 7，450 99850 13，450 21，050 28，450

48 5，520 5，760 69280 7，000 7，600 10，000 13，600 21，200 28，600

49 5，670 5，910 6，430 7，150 7，750 10，150 13，750 21，350 28，750

50 59820 6，060 69580 7，300 7，900 10，300 13，900 21，500 28，900

51 5，970 6，210 6，730 7，450 8，050 10，450 14，050 21，650 29，050

52 6，120 6，360 6，880 7，600 89200 10，600 14，200 21，800 29，200

53 6，270 6，510 7，030 7，750 8，350 10，750 14，350 21，950 29，350

54 6，420 6，660 79180 7，900 8，500 10，900 14，500 229100 29，500

55 6，570 6，810 7，330 89050 8，650 11，050 14，650 22，250 29，650

56 6，720 6，960 7，480 8，200 8，800 11，200 14，800 22，400 29，800

57 6，870 7，110 7，630 8，350 8，950 119350 14，950 22，550 29，950

58 7，020 7，260 79780 8，500 9，100 11，500 15，100 22，700 30，100

59 7，170 79410 7，930 8，650 9，250 11，650 15，250 22，850 30，250

60 7，320 7，560 8，080 8，800 9，400 11，800 15，400 23，000 30，400
100 13，320 13，560 14，080 14，800 15，400 17，800 21，400 29，000 36，400

150 20，820 21，060 21，580 229300 22，900 25，300 28，900 369500 43，900

200 28，320 28，560 29，080 29，800 30，400 32，800 36，400 44，000 51，400

300 43，320 43，560 44，080 44，800 45，400 47，800 51，400 59，000 669400
400 58，320 58，560 59，080 599800 60，400 62，800 66，400 74，000 81，400

500 73，320 73，560 74，080 74，800 75，400 77，800 81，400 899000 96，400
1，000 148，320 148，560 149，080 149，800 1509400 1529800 156，400 164，000 171，400

海
水
”
を
み
ん
な
で
考
晩
ま
う

　
水
、
そ
れ
は
私
達
に
と
っ
て
、
あ

ま
り
に
も
身
近
か
に
あ
り
、
そ
の
恩

恵
の
中
で
、
そ
の
価
値
を
見
失
っ
て

い
る
も
の
。

　
水
は
生
命
の
源
で
す
。
水
は
、
私

達
人
間
は
も
と
よ
り
、
地
球
上
の
あ

ら
ゆ
る
生
物
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と

が
出
来
ま
せ
ん
。
私
達
の
く
ら
し
の

基
本
と
な
る
最
も
大
切
な
も
の
で
す
。

　
人
間
は
、
食
物
が
な
く
て
も
数
週

間
は
生
き
ら
れ
ま
す
が
、
水
を
飲
ま

な
け
れ
ば
数
日
間
で
死
ん
で
し
ま
う

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
有
史
以
来
、
水
の
あ
る
と
こ
ろ
に

人
が
住
み
、
集
落
を
か
た
ど
り
、
や

が
て
“
む
ら
”
や
“
ま
ち
”
を
な
し
、

大
き
く
発
展
し
て
来
ま
し
た
。
人
類

の
歴
史
や
文
化
は
水
の
歴
史
で
あ
り

水
に
作
ら
れ
た
文
化
で
も
あ
り
ま
す
。

　
農
業
、
工
業
、
林
業
、
漁
業
等
産

業
活
動
は
も
と
よ
り
、
政
治
か
ら
治

安
、
外
交
に
至
る
ま
で
、
ほ
と
ん
ど

全
て
の
人
問
活
動
と
深
く
関
係
し
て

い
ま
す
。

　
そ
の
大
切
な
水
も
、
資
源
に
乏
し

い
わ
が
国
に
於
い
て
、
恵
ま
れ
た
も

の
の
一
つ
と
し
て
、
私
達
の
く
ら
し

の
中
に
あ
り
、
そ
れ
を
私
達
自
身
が

ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
来
た
か
は
、

浪
費
す
る
事
を
揚
水
の
如
く
使
う
、

と
い
う
諺
に
言
い
つ
く
さ
れ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。

　
世
の
中
の
進
歩
は
、
産
業
の
構
造

を
変
革
し
、
生
活
水
準
の
向
上
と
生

活
様
式
も
大
き
く
変
え
、
そ
れ
と
あ

わ
せ
て
、
水
の
需
要
量
を
年
々
増
加

さ
せ
、
ま
た
一
方
で
は
、
水
の
汚
濁

と
い
う
問
題
を
発
生
し
て
来
ま
し
た
。

　
今
後
、
新
た
な
水
の
補
給
が
、
そ

の
地
域
の
将
来
を
決
定
づ
け
る
こ
と

に
な
り
、
　
「
水
の
無
い
と
こ
ろ
に
、

未
来
は
無
い
。
」
と
い
う
こ
と
は
、
今

も
昔
も
変
り
な
い
事
実
で
す
。
私
達

の
地
域
の
水
需
要
も
、
生
活
用
水
を

は
じ
め
，
織
物
産
業
を
中
心
と
し
た

工
業
用
水
、
農
業
用
水
、
あ
る
い
は

克
雪
都
市
実
現
の
た
め
の
流
消
雪
用

水
等
、
新
た
に
相
当
量
の
水
利
用
計

画
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
一
の
信
濃
川
を
ふ
と
こ
ろ
に

し
、
そ
れ
に
注
ぐ
数
多
く
の
小
河
川

を
も
ち
、
一
見
豊
か
な
水
に
囲
ま
れ

た
妻
有
の
里
の
水
需
給
も
、
極
め
て

厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
億
確
か
で

す
。
1
水
は
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
、

何
時
で
も
出
て
来
る
も
の
で
は
な
く

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
過
去
に
於
い
て
、
決
し
て
過
大
視

さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
水
の
価
値

を
改
め
て
見
直
す
た
め
、
皆
さ
ん
と

と
も
に
、
水
の
諸
問
題
を
こ
の
シ
リ

ー
ズ
の
中
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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農
地
法
の
規
定
に
基
づ
い
イ
＼
小

作
料
の
標
準
額
が
改
訂
さ
れ
、
三
月

二
十
六
日
か
ら
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
昨
年
の
市
報
お
知
ら
せ
版

九
月
二
十
五
日
号
で
お
知
ら
せ
し
た

よ
う
に
、
昭
和
四
十
五
年
九
月
三
十

目
以
前
に
結
ば
れ
た
賃
貸
借
契
約
等

に
適
用
さ
れ
て
い
た
統
制
小
作
料
は

昨
年
九
月
三
十
日
で
廃
止
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
こ
れ
に
該
当
す
る
か
た

葬　1料
■普通畑（10a当たり）

小，

■水田（10a当たり）

は
、
今
回
改
訂
さ
れ
た
標
準
小
作
料

及
び
農
地
区
分
図
を
ひ
と
つ
の
目
安

に
し
、
そ
の
農
地
の
収
量
、
そ
の
他

生
産
条
件
等
を
勘
案
し
て
小
作
料

（
「
適
正
小
作
料
」
と
い
い
ま
す
）
を

当
事
者
間
の
協
議
に
よ
っ
て
決
め
て

く
だ
さ
い
。

　
そ
し
て
、
小
作
料
の
額
等
に
変
更

が
あ
っ
た
場
合
、
変
更
し
た
日
の
翌

日
か
ら
三
十
日
以
内
に
農
業
委
員
会

区　分 金　　　　　額 基準収量 区　分 金　　　　　額

第1級地 　　　円30，000　（30，000） 540kg 第1級地 　　円14，000　（14，000）

第2級地 25，000　（25，000） 480kg 第2級地 12，000　（12，000）

第3級地 20，000（22，000） 440kg 第3級地 6，000　（7，000）

第4級地 12，000（11，000） 400kg 第4級地 4，000　（4，000）

（）内は改訂前

糠罐難辮礁融塵麟地遽発図

rr縞
に
通
知
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
協
議
が
整
っ
た
ら
農
業
委
員

会
へ
通
知
し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
場
合
、
適
正
小
作
料
を
三
十

簿
超
え
た
小
作
料
に
つ
い
て
は
、
農

地
法
の
規
定
に
よ
り
、
当
時
者
に
対

し
て
、
農
業
委
員
会
は
小
作
料
を
減

額
す
べ
き
旨
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　　　　堀之内

　　　　＼．

　新水　　　　　　、

　　　　　　　　　　》軸＼

　　　　　　　　　　　　　　r

　　　　　　　　棄枯弩！
　　　　　　　　　　　3

　　　　　　　　　　2

ム　　　　1ノ

　ノい

！
、

、磐
　　聖

　　ノ

　！

　》

び　　　　　ね
～

凡　　　例

1級農地

口2級、〃

口3級〃 圏4級〃 □

爺壕裂
　《」輔驚

農地転用には許可が必要

　
農
地
（
田
・
畑
）
を
農

地
以
外
（
宅
地
・
事
業
用

敷
地
・
山
林
等
）
に
転
用

す
る
場
合
に
は
、
県
知
事

の
許
可
が
必
要
で
す
。

　
許
可
前
の
転
用
は
絶
対

し
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
許
可
を
受
け
な
い

で
転
用
し
た
場
合
、
農
地

法
の
改
正
に
よ
り
罰
則
も

強
化
さ
れ
、
罰
金
は
十
万

円
か
ら
百
万
円
以
下
と
な

っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
転

用
の
際
に
は
、
つ
ぎ
の
点

　
　
　
　
的

亨
－
“
♪

　
　
・
＼

＼
＼

＼

城

麟　
㌔

　
“

　
’
、
p

　
党
　
　

　
ウ
　
　
’

山釜

桑

N
に
留
意
く
だ
さ
い
。

①
農
業
用
施
設
の
た
め
に
、
自
分
の

農
地
を
転
用
す
る
場
合
は
、
二
百
平

方
材
未
満
の
も
の
に
限
り
、
届
出
だ

け
で
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
璽

②
農
地
法
に
基
づ
く
申
請
は
、
毎
月

十
五
日
前
後
を
締
切
り
と
し
て
い
ま

す
。
県
知
事
の
許
可
は
、
申
請
か
ら

お
よ
そ
ニ
ヵ
月
後
に
な
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
申
請
し
て
違
反
の
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
農
振
法
に
よ
る
農
用
地

区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
農
地
は
、

指
定
か
ら
除
外
さ
れ
な
い
限
り
転
用

、
θ
（
ノ

　　　　　｝　　　　　　　　　ツ屋
㌧

篭

　　　象沢　　、轄鍛

中塁村　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　￥　　　昼壇・ゾ

　　　　　　㌔　　　珠川　　　　　当問
　　　　　　　＼．’　　　　　蝋沢
　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

　　　　　　　　　＼　　　　1
　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　＼．＿．．ノ

“
／
磐
）
＼
い

　
　
　
　
　
　
松

　
　
　
　
　
お
近
く
の
農
業
委
員

ま
た
は
巾
・
農
業
委
員
会
事
務
局

（
奮
七
i
三
二
一
番
内
線
二
六
一
）

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

は｝一・’一

肇論’1…41鞭．鷺．．，飯

出
稼
ぎ
帰
郷
者
の
み
な
さ
ん
へ

無
料
健
康
診
断
に

　
お
で
か
け
く
だ
さ
い

　
冬
期
間
の
出
稼
ぎ
、
た
い
へ
ん
ご

苦
労
様
で
し
た
。

　
市
農
林
課
で
は
、
出
稼
ぎ
帰
郷
者

を
対
象
に
無
料
健
康
診
断
を
実
施
し

ま
す
。
該
当
の
み
な
さ
ん
は
必
ず
受

診
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

囹
期
日
及
ぴ
会
場
　
四
月
二
十
日
㈲

青
少
年
ホ
ー
ム
　
五
月
二
十
五
日
翔

十
日
町
市
役
所
保
健
セ
ン
タ
ー
（
両

日
の
う
ち
、
都
合
の
よ
い
日
に
お
い

で
く
だ
さ
い
）

囹
受
付
時
間
　
午
前
九
時
～
十
一
時

午
後
一
時
～
二
時
半

囹
検
診
項
目
　
問
診
、
検
尿
、
血
圧

測
定
、
聴
診
、
血
液
検
査
、
検
便
、

指
導

囹
持
参
す
る
も
の
　
出
稼
ぎ
労
働
手

帳
、
検
便
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機
械
設
備
の
投
資
を

　
　
　
　
　
　
計
画
し
て
い
る
企
業
者
へ

　
機
械
設
備
を
新
た
に
設
置
を
し
よ

う
と
計
画
し
て
い
る
企
業
者
に
対
し

て
、
低
利
の
「
貸
付
制
度
」
と
「
貸

与
制
度
」
σ
受
付
を
四
月
一
日
か
ら

開
始
し
て
い
ま
す
。

　
設
備
近
代
化
資
金

　
購
入
に
要
す
る
資
金
を
、
県
が
直

接
に
貸
付
け
る
制
度
で
す
。

対
象
者
　
中
小
企
業
者
、
組
合
、

貸
付
額
　
所
要
資
金
の
二
分
の
一
以

内
で
、
最
高
千
二
百
万
円
ま
で

貸
付
利
率
　
無
利
予

返
済
方
法
　
一
年
据
置
き
で
、
四
年

均
等
返
済

保
証
人
　
中
小
企
業
者
は
三
名
以
上

組
合
は
全
役
員

　
設
備
合
理
化
資
金

貸
付
額
　
所
要
資
金
の
三
分
の
二
以

内
で
、
最
高
九
百
万
円
ま
で

貸
付
利
率
　
年
四
・
八
％

対
象
者
　
返
済
方
法
、
保
証
人
は
近

代
化
資
金
と
同
じ

　
設
備
貸
与
制
度

　
希
望
す
る
機
械
設
備
を
代
わ
っ
て

購
入
し
、
こ
れ
を
貸
与
し
、
割
賦
返

済
に
よ
っ
て
完
済
し
た
と
き
に
、
企

業
者
に
譲
渡
す
る
制
度
で
す
。

対
象
者
　
小
規
模
企
業
者

機
械
設
備
の
価
額
　
二
十
万
円
以
上

千
百
万
円
以
下

貸
与
損
料
（
利
息
）
年
五
・
O
％

返
済
方
法
　
】
年
据
置
き
の
均
等
半

年
賦
三
年
半
返
済
（
八
回
払
い
）

保
証
人
　
二
名
以
上

　
受
付
窓
口
は
商
工
課
で
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
（
鱈
七
ー
三
一
三
番

内
線
二
六
六
）
へ
。

災
害
復
興

住
宅
資
金
の
融
資

　
　
申
し
込
み
受
け
付
け

　
住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
今
年
の
豪

雪
に
よ
っ
て
、
住
宅
に
被
害
を
受
け

た
人
に
対
し
、
災
害
復
興
住
宅
建
設

等
資
金
の
融
資
申
込
み
の
受
付
け
を

行
っ
て
い
ま
す
。

災
害
復
興
住
宅
建
設
資
金

｝
｝
｝
｝
｝
｝
｝
｝
｝
3
｝
｝
｝
満
満
｝
｝
3
｝
3
｝
｝
3
｝
3
3

新商品展・作品募集
　　　　　　一織物組合一

　十日町織物工業協同組合では、春の「きも

のまっり」と「求評会」にあわせて「新商品作

品展」を開催します。今までせっかく試作した

自信作品も発表の場がなく、うもれていたも

のもあったと思いますが、その作品もこの機

会に発表してみてはいかがでしょうか。思わ

ぬ反響を呼ぶのではないでしょうか。

　募集要項

展示期日　5月11日～13日（13日は一般公開）

会場　十日町織物会館2階

募集内容　和装、洋装を問わず、織物を主体

とした作品で、まじめに作られたもの。

出品対象者　法人、個人、学生、主婦を問わす

作品分類　①服地部門…婦人服地、紳士服地

で、色、柄、組織に工夫がなされたもの

②和装部門…新しい和装、古い和装の再現、

帯等で色、柄、組織に工夫がなされたもの

③小物部門…ネクタイ、スカーフ、マフラー

出品料　無料

搬入　5月9目までに織物組合へ

賞金　各部類毎1席～3席、佳作

問い合せ　織物組合（鱈7－9111番）井口まで

申
込
資
格
及
び
融
資
対
象
住
宅

　
住
宅
部
分
の
価
額
の
五
割
以
上
の

被
害
を
受
け
た
家
屋
で
、
床
面
積
が

百
二
十
㎡
以
下
で
あ
る
こ
と

融
資
限
度
額
　
七
十
二
㎡
以
上
建
設

す
る
場
合
六
百
三
十
万
円

利
率
　
年
五
・
〇
五
％

返
済
期
間
　
二
十
五
年
（
木
造
）

　
災
害
復
興
住
宅
補
修
資
金

申
込
み
資
格
　
住
宅
補
修
費
が
十
万

円
以
上
で
建
物
の
価
額
の
五
割
未
満

の
家
屋
の
所
有
者
な
ど

融
資
限
度
額
　
木
造
住
宅
の
場
合
で

三
百
二
十
万
円
以
内

利
率
　
年
五
・
〇
五
％

返
済
期
間
　
十
年
以
内

　
申
込
み
は
、
住
宅
金
融
公
庫
業
務

取
扱
金
融
機
関
へ
、
問
い
合
せ
は
、

住
宅
金
融
公
庫
、
北
関
東
支
所
（
君

〇
二
七
二
－
三
二
ー
六
六
五
五
番
）
へ

薩
鋸
鷺
巴

　
転
勤
引
越
し
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
．

電
気
、
ガ
ス
、
水
道
の
手
配
と
同
時

に
、
電
話
の
手
配
も
お
忘
れ
な
く
。

四
、
五
月
は
、
電
話
の
出
入
り
も
急

激
に
増
え
、
電
話
工
事
も
平
常
の
月

の
五
割
増
と
な
り
ま
す
。
ふ
だ
ん
は

三
～
四
日
で
で
き
る
移
転
工
事
も
春

先
は
遅
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
．
二
週

間
ほ
ど
前
か
ら
予
約
し
て
い
た
だ
け

ば
希
望
の
日
の
工
事
が
で
き
ま
す
。

工
事
の
申
込
み
や
問
い
合
せ
は
、
電

報
電
話
局
（
盈
二
－
⊥
一
六
〇
〇
番
）
へ
。

鵜
水
田
再
編

　
　
　
　
こ
ん
な
ケ
葛
ス
は
？

問
　
計
画
地
区
加
算
と
団
地
地
区
加

算
の
違
い
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
で

す
が
。

答
　
計
画
加
算
は
、
集
落
や
地
域
で

話
し
あ
い
、
将
来
の
水
田
利
用
の
あ

り
方
を
考
え
て
計
画
的
に
転
作
を
進

め
よ
う
と
す
る
制
度
で
、
＠
、
転
作

面
積
の
二
分
の
一
以
上
が
、
　
一
㎞
か

一
集
落
あ
た
り
二
個
以
内
の
団
地
と

な
っ
て
い
る
こ
と
。
㈲
、
目
標
を
達

成
し
て
い
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

　
た
と
え
ば

ω
配
分
面
積
が
2
㎞
の
場
合

　
2
㎞
×
者
H
ω
㎞
団
地
（
一
個
で

　
可
）
。
残
り
の
ー
㎞
は
バ
ラ
転
作

　
で
よ
い
。

鋤
配
分
面
積
が
5
㎞
の
場
合

　
5
㎞
×
青
H
篇
㎏
…
－
ω
㎞
と
b

　
㎞
団
地
（
二
個
以
内
）
。
踊
㎞
は
、

　
バ
ラ
転
作
で
よ
い
。

　
団
地
化
加
算
は
、
地
続
き
の
転
作

団
地
を
作
り
、
転
作
の
定
着
を
さ
ら

に
進
め
よ
う
と
す
る
制
度
で
、
団
地

化
加
算
額
は
、
計
画
地
区
で
あ
っ
て
、

つ
ぎ
の
要
件
が
満
た
さ
れ
れ
ば
、
団

地
部
分
に
の
み
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
要
件
は
、
＠
、
一
定
の
ま
と
ま
り

の
あ
る
団
地
、
㈲
、
団
地
の
規
模
が

ー
㎞
以
上
、
＠
、
団
地
内
の
転
作
物

は
、
原
則
と
し
て
二
作
物
以
内
に
統

一
、
㈲
、
団
地
の
面
積
の
合
計
が
転

作
面
積
の
号
以
上
（
5
㎞
の
場
合
は
、

認
㎞
以
上
が
団
地
化
）
。

蘭
　
永
年
性
作
物
な
ど
の
定
着
分
の

ヵ
ウ
ン
ト
制
度
と
い
う
の
は
ど
う
い

う
こ
と
で
す
か
。

答
　
永
年
性
作
物
、
林
地
、
養
魚
池

な
ど
は
三
年
で
奨
励
補
助
金
が
打
ち

切
ら
れ
る
の
で
す
が
、
そ
の
後
は
、

面
積
だ
け
、
転
作
面
積
の
実
績
と
し

て
計
算
さ
れ
る
こ
と
を
書
い
ま
す
。

問
　
農
協
等
へ
の
水
田
の
預
託
期
間

に
つ
い
て
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
、

ま
た
、
奨
励
補
助
金
は
ど
う
な
り
ま

す
か
。

答
　
水
田
の
預
託
期
間
は
、
三
年
か

ら
六
年
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。
奨
励

補
助
金
は
、
預
託
期
問
が
、
連
続
し

て
三
年
以
上
の
も
の
に
つ
い
て
は
三

万
円
、
五
十
六
年
か
ら
新
規
に
行
う

も
の
に
つ
い
て
は
三
万
五
千
円
に
な

り
ま
す
。

問
　
五
十
六
年
度
の
配
分
は
、
五
十

五
年
度
の
冷
害
を
ど
の
よ
う
に
考
慮

し
た
の
で
す
か
。

答
　
農
家
の
皆
さ
ん
の
強
い
要
望
も

あ
り
。
五
十
五
年
産
米
の
出
荷
実
績

を
除
き
、
五
十
三
、
五
十
四
年
の
ニ

カ
年
の
平
均
出
荷
実
績
を
採
用
し
ま

し
た
。
転
作
目
標
面
積
の
算
出
に
あ

た
っ
て
は
、
五
ラ
ン
ク
の
被
害
度
判

定
基
準
を
決
め
て
軽
減
し
ま
し
た
。
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農
地
法
の
規
定
に
基
づ
い
イ
＼
小

作
料
の
標
準
額
が
改
訂
さ
れ
、
三
月

二
十
六
日
か
ら
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
昨
年
の
市
報
お
知
ら
せ
版

九
月
二
十
五
日
号
で
お
知
ら
せ
し
た

よ
う
に
、
昭
和
四
十
五
年
九
月
三
十

目
以
前
に
結
ば
れ
た
賃
貸
借
契
約
等

に
適
用
さ
れ
て
い
た
統
制
小
作
料
は

昨
年
九
月
三
十
日
で
廃
止
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
こ
れ
に
該
当
す
る
か
た

葬　1料
■普通畑（10a当たり）

小，

■水田（10a当たり）

は
、
今
回
改
訂
さ
れ
た
標
準
小
作
料

及
び
農
地
区
分
図
を
ひ
と
つ
の
目
安

に
し
、
そ
の
農
地
の
収
量
、
そ
の
他

生
産
条
件
等
を
勘
案
し
て
小
作
料

（
「
適
正
小
作
料
」
と
い
い
ま
す
）
を

当
事
者
間
の
協
議
に
よ
っ
て
決
め
て

く
だ
さ
い
。

　
そ
し
て
、
小
作
料
の
額
等
に
変
更

が
あ
っ
た
場
合
、
変
更
し
た
日
の
翌

日
か
ら
三
十
日
以
内
に
農
業
委
員
会

区　分 金　　　　　額 基準収量 区　分 金　　　　　額

第1級地 　　　円30，000　（30，000） 540kg 第1級地 　　円14，000　（14，000）

第2級地 25，000　（25，000） 480kg 第2級地 12，000　（12，000）

第3級地 20，000（22，000） 440kg 第3級地 6，000　（7，000）

第4級地 12，000（11，000） 400kg 第4級地 4，000　（4，000）

（）内は改訂前

糠罐難辮礁融塵麟地遽発図

rr縞
に
通
知
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
協
議
が
整
っ
た
ら
農
業
委
員

会
へ
通
知
し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
場
合
、
適
正
小
作
料
を
三
十

簿
超
え
た
小
作
料
に
つ
い
て
は
、
農

地
法
の
規
定
に
よ
り
、
当
時
者
に
対

し
て
、
農
業
委
員
会
は
小
作
料
を
減

額
す
べ
き
旨
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　　　　堀之内

　　　　＼．

　新水　　　　　　、

　　　　　　　　　　》軸＼

　　　　　　　　　　　　　　r

　　　　　　　　棄枯弩！
　　　　　　　　　　　3

　　　　　　　　　　2

ム　　　　1ノ

　ノい

！
、

、磐
　　聖

　　ノ

　！

　》

び　　　　　ね
～

凡　　　例

1級農地

口2級、〃

口3級〃 圏4級〃 □

爺壕裂
　《」輔驚

農地転用には許可が必要

　
農
地
（
田
・
畑
）
を
農

地
以
外
（
宅
地
・
事
業
用

敷
地
・
山
林
等
）
に
転
用

す
る
場
合
に
は
、
県
知
事

の
許
可
が
必
要
で
す
。

　
許
可
前
の
転
用
は
絶
対

し
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
許
可
を
受
け
な
い

で
転
用
し
た
場
合
、
農
地

法
の
改
正
に
よ
り
罰
則
も

強
化
さ
れ
、
罰
金
は
十
万

円
か
ら
百
万
円
以
下
と
な

っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
転

用
の
際
に
は
、
つ
ぎ
の
点

　
　
　
　
的

亨
－
“
♪

　
　
・
＼

＼
＼

＼

城

麟　
㌔

　
“

　
’
、
p

　
党
　
　

　
ウ
　
　
’

山釜

桑

N
に
留
意
く
だ
さ
い
。

①
農
業
用
施
設
の
た
め
に
、
自
分
の

農
地
を
転
用
す
る
場
合
は
、
二
百
平

方
材
未
満
の
も
の
に
限
り
、
届
出
だ

け
で
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
璽

②
農
地
法
に
基
づ
く
申
請
は
、
毎
月

十
五
日
前
後
を
締
切
り
と
し
て
い
ま

す
。
県
知
事
の
許
可
は
、
申
請
か
ら

お
よ
そ
ニ
ヵ
月
後
に
な
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
申
請
し
て
違
反
の
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
農
振
法
に
よ
る
農
用
地

区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
農
地
は
、

指
定
か
ら
除
外
さ
れ
な
い
限
り
転
用

、
θ
（
ノ

　　　　　｝　　　　　　　　　ツ屋
㌧

篭

　　　象沢　　、轄鍛

中塁村　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　￥　　　昼壇・ゾ

　　　　　　㌔　　　珠川　　　　　当問
　　　　　　　＼．’　　　　　蝋沢
　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

　　　　　　　　　＼　　　　1
　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　＼．＿．．ノ

“
／
磐
）
＼
い

　
　
　
　
　
　
松

　
　
　
　
　
お
近
く
の
農
業
委
員

ま
た
は
巾
・
農
業
委
員
会
事
務
局

（
奮
七
i
三
二
一
番
内
線
二
六
一
）

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

は｝一・’一

肇論’1…41鞭．鷺．．，飯

出
稼
ぎ
帰
郷
者
の
み
な
さ
ん
へ

無
料
健
康
診
断
に

　
お
で
か
け
く
だ
さ
い

　
冬
期
間
の
出
稼
ぎ
、
た
い
へ
ん
ご

苦
労
様
で
し
た
。

　
市
農
林
課
で
は
、
出
稼
ぎ
帰
郷
者

を
対
象
に
無
料
健
康
診
断
を
実
施
し

ま
す
。
該
当
の
み
な
さ
ん
は
必
ず
受

診
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

囹
期
日
及
ぴ
会
場
　
四
月
二
十
日
㈲

青
少
年
ホ
ー
ム
　
五
月
二
十
五
日
翔

十
日
町
市
役
所
保
健
セ
ン
タ
ー
（
両

日
の
う
ち
、
都
合
の
よ
い
日
に
お
い

で
く
だ
さ
い
）

囹
受
付
時
間
　
午
前
九
時
～
十
一
時

午
後
一
時
～
二
時
半

囹
検
診
項
目
　
問
診
、
検
尿
、
血
圧

測
定
、
聴
診
、
血
液
検
査
、
検
便
、

指
導

囹
持
参
す
る
も
の
　
出
稼
ぎ
労
働
手

帳
、
検
便
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機
械
設
備
の
投
資
を

　
　
　
　
　
　
計
画
し
て
い
る
企
業
者
へ

　
機
械
設
備
を
新
た
に
設
置
を
し
よ

う
と
計
画
し
て
い
る
企
業
者
に
対
し

て
、
低
利
の
「
貸
付
制
度
」
と
「
貸

与
制
度
」
σ
受
付
を
四
月
一
日
か
ら

開
始
し
て
い
ま
す
。

　
設
備
近
代
化
資
金

　
購
入
に
要
す
る
資
金
を
、
県
が
直

接
に
貸
付
け
る
制
度
で
す
。

対
象
者
　
中
小
企
業
者
、
組
合
、

貸
付
額
　
所
要
資
金
の
二
分
の
一
以

内
で
、
最
高
千
二
百
万
円
ま
で

貸
付
利
率
　
無
利
予

返
済
方
法
　
一
年
据
置
き
で
、
四
年

均
等
返
済

保
証
人
　
中
小
企
業
者
は
三
名
以
上

組
合
は
全
役
員

　
設
備
合
理
化
資
金

貸
付
額
　
所
要
資
金
の
三
分
の
二
以

内
で
、
最
高
九
百
万
円
ま
で

貸
付
利
率
　
年
四
・
八
％

対
象
者
　
返
済
方
法
、
保
証
人
は
近

代
化
資
金
と
同
じ

　
設
備
貸
与
制
度

　
希
望
す
る
機
械
設
備
を
代
わ
っ
て

購
入
し
、
こ
れ
を
貸
与
し
、
割
賦
返

済
に
よ
っ
て
完
済
し
た
と
き
に
、
企

業
者
に
譲
渡
す
る
制
度
で
す
。

対
象
者
　
小
規
模
企
業
者

機
械
設
備
の
価
額
　
二
十
万
円
以
上

千
百
万
円
以
下

貸
与
損
料
（
利
息
）
年
五
・
O
％

返
済
方
法
　
】
年
据
置
き
の
均
等
半

年
賦
三
年
半
返
済
（
八
回
払
い
）

保
証
人
　
二
名
以
上

　
受
付
窓
口
は
商
工
課
で
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
（
鱈
七
ー
三
一
三
番

内
線
二
六
六
）
へ
。

災
害
復
興

住
宅
資
金
の
融
資

　
　
申
し
込
み
受
け
付
け

　
住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
今
年
の
豪

雪
に
よ
っ
て
、
住
宅
に
被
害
を
受
け

た
人
に
対
し
、
災
害
復
興
住
宅
建
設

等
資
金
の
融
資
申
込
み
の
受
付
け
を

行
っ
て
い
ま
す
。

災
害
復
興
住
宅
建
設
資
金

｝
｝
｝
｝
｝
｝
｝
｝
｝
3
｝
｝
｝
満
満
｝
｝
3
｝
3
｝
｝
3
｝
3
3

新商品展・作品募集
　　　　　　一織物組合一

　十日町織物工業協同組合では、春の「きも

のまっり」と「求評会」にあわせて「新商品作

品展」を開催します。今までせっかく試作した

自信作品も発表の場がなく、うもれていたも

のもあったと思いますが、その作品もこの機

会に発表してみてはいかがでしょうか。思わ

ぬ反響を呼ぶのではないでしょうか。

　募集要項

展示期日　5月11日～13日（13日は一般公開）

会場　十日町織物会館2階

募集内容　和装、洋装を問わず、織物を主体

とした作品で、まじめに作られたもの。

出品対象者　法人、個人、学生、主婦を問わす

作品分類　①服地部門…婦人服地、紳士服地

で、色、柄、組織に工夫がなされたもの

②和装部門…新しい和装、古い和装の再現、

帯等で色、柄、組織に工夫がなされたもの

③小物部門…ネクタイ、スカーフ、マフラー

出品料　無料

搬入　5月9目までに織物組合へ

賞金　各部類毎1席～3席、佳作

問い合せ　織物組合（鱈7－9111番）井口まで

申
込
資
格
及
び
融
資
対
象
住
宅

　
住
宅
部
分
の
価
額
の
五
割
以
上
の

被
害
を
受
け
た
家
屋
で
、
床
面
積
が

百
二
十
㎡
以
下
で
あ
る
こ
と

融
資
限
度
額
　
七
十
二
㎡
以
上
建
設

す
る
場
合
六
百
三
十
万
円

利
率
　
年
五
・
〇
五
％

返
済
期
間
　
二
十
五
年
（
木
造
）

　
災
害
復
興
住
宅
補
修
資
金

申
込
み
資
格
　
住
宅
補
修
費
が
十
万

円
以
上
で
建
物
の
価
額
の
五
割
未
満

の
家
屋
の
所
有
者
な
ど

融
資
限
度
額
　
木
造
住
宅
の
場
合
で

三
百
二
十
万
円
以
内

利
率
　
年
五
・
〇
五
％

返
済
期
間
　
十
年
以
内

　
申
込
み
は
、
住
宅
金
融
公
庫
業
務

取
扱
金
融
機
関
へ
、
問
い
合
せ
は
、

住
宅
金
融
公
庫
、
北
関
東
支
所
（
君

〇
二
七
二
－
三
二
ー
六
六
五
五
番
）
へ

薩
鋸
鷺
巴

　
転
勤
引
越
し
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
．

電
気
、
ガ
ス
、
水
道
の
手
配
と
同
時

に
、
電
話
の
手
配
も
お
忘
れ
な
く
。

四
、
五
月
は
、
電
話
の
出
入
り
も
急

激
に
増
え
、
電
話
工
事
も
平
常
の
月

の
五
割
増
と
な
り
ま
す
。
ふ
だ
ん
は

三
～
四
日
で
で
き
る
移
転
工
事
も
春

先
は
遅
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
．
二
週

間
ほ
ど
前
か
ら
予
約
し
て
い
た
だ
け

ば
希
望
の
日
の
工
事
が
で
き
ま
す
。

工
事
の
申
込
み
や
問
い
合
せ
は
、
電

報
電
話
局
（
盈
二
－
⊥
一
六
〇
〇
番
）
へ
。

鵜
水
田
再
編

　
　
　
　
こ
ん
な
ケ
葛
ス
は
？

問
　
計
画
地
区
加
算
と
団
地
地
区
加

算
の
違
い
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
で

す
が
。

答
　
計
画
加
算
は
、
集
落
や
地
域
で

話
し
あ
い
、
将
来
の
水
田
利
用
の
あ

り
方
を
考
え
て
計
画
的
に
転
作
を
進

め
よ
う
と
す
る
制
度
で
、
＠
、
転
作

面
積
の
二
分
の
一
以
上
が
、
　
一
㎞
か

一
集
落
あ
た
り
二
個
以
内
の
団
地
と

な
っ
て
い
る
こ
と
。
㈲
、
目
標
を
達

成
し
て
い
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

　
た
と
え
ば

ω
配
分
面
積
が
2
㎞
の
場
合

　
2
㎞
×
者
H
ω
㎞
団
地
（
一
個
で

　
可
）
。
残
り
の
ー
㎞
は
バ
ラ
転
作

　
で
よ
い
。

鋤
配
分
面
積
が
5
㎞
の
場
合

　
5
㎞
×
青
H
篇
㎏
…
－
ω
㎞
と
b

　
㎞
団
地
（
二
個
以
内
）
。
踊
㎞
は
、

　
バ
ラ
転
作
で
よ
い
。

　
団
地
化
加
算
は
、
地
続
き
の
転
作

団
地
を
作
り
、
転
作
の
定
着
を
さ
ら

に
進
め
よ
う
と
す
る
制
度
で
、
団
地

化
加
算
額
は
、
計
画
地
区
で
あ
っ
て
、

つ
ぎ
の
要
件
が
満
た
さ
れ
れ
ば
、
団

地
部
分
に
の
み
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
要
件
は
、
＠
、
一
定
の
ま
と
ま
り

の
あ
る
団
地
、
㈲
、
団
地
の
規
模
が

ー
㎞
以
上
、
＠
、
団
地
内
の
転
作
物

は
、
原
則
と
し
て
二
作
物
以
内
に
統

一
、
㈲
、
団
地
の
面
積
の
合
計
が
転

作
面
積
の
号
以
上
（
5
㎞
の
場
合
は
、

認
㎞
以
上
が
団
地
化
）
。

蘭
　
永
年
性
作
物
な
ど
の
定
着
分
の

ヵ
ウ
ン
ト
制
度
と
い
う
の
は
ど
う
い

う
こ
と
で
す
か
。

答
　
永
年
性
作
物
、
林
地
、
養
魚
池

な
ど
は
三
年
で
奨
励
補
助
金
が
打
ち

切
ら
れ
る
の
で
す
が
、
そ
の
後
は
、

面
積
だ
け
、
転
作
面
積
の
実
績
と
し

て
計
算
さ
れ
る
こ
と
を
書
い
ま
す
。

問
　
農
協
等
へ
の
水
田
の
預
託
期
間

に
つ
い
て
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
、

ま
た
、
奨
励
補
助
金
は
ど
う
な
り
ま

す
か
。

答
　
水
田
の
預
託
期
間
は
、
三
年
か

ら
六
年
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。
奨
励

補
助
金
は
、
預
託
期
問
が
、
連
続
し

て
三
年
以
上
の
も
の
に
つ
い
て
は
三

万
円
、
五
十
六
年
か
ら
新
規
に
行
う

も
の
に
つ
い
て
は
三
万
五
千
円
に
な

り
ま
す
。

問
　
五
十
六
年
度
の
配
分
は
、
五
十

五
年
度
の
冷
害
を
ど
の
よ
う
に
考
慮

し
た
の
で
す
か
。

答
　
農
家
の
皆
さ
ん
の
強
い
要
望
も

あ
り
。
五
十
五
年
産
米
の
出
荷
実
績

を
除
き
、
五
十
三
、
五
十
四
年
の
ニ

カ
年
の
平
均
出
荷
実
績
を
採
用
し
ま

し
た
。
転
作
目
標
面
積
の
算
出
に
あ

た
っ
て
は
、
五
ラ
ン
ク
の
被
害
度
判

定
基
準
を
決
め
て
軽
減
し
ま
し
た
。
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一巡回開始
園

■自動車文庫のお間い合せは、公民館（台7－5011番）へ

14月20日から”Ill”IIII

　4月20日から自動車文庫「こだま号」が巡
回を始めます。

　どなたからも喜んでもらえるように、楽し
い本をたくさん用意しました。時間は小学生
の下校時刻を考えて、今までよぴ）少しずつ遅
くなっています。

　好評の夜間コースも続けます。お気軽にス
テーションまでおいでください。

ス　テ　ー　シ ヨ　ン　　　と 時 間

巡回日 コース
午　前 午 後 夜 間

第1．3（月）
六　　箇 六箇山谷 田　　　麦 田　　　麦 城　之　古

4月　20 1：30～2：00 2：20～2：50 3：00～3：30 3：50～4二20

5月2．18 城之古 山谷公民館入口 田麦公民館前 六箇小学校前 城之古分館前

第1．3（火）
飛　　渡

新　　　水 山　新　田 三　ツ　山 泉　　　町 春　日　町 美　雪　町

4月　　21 12：30～1＝10 1：30～2：00 3：00～3：30 5二20～6：00 6二10～6：50 7100～7二40

5月7．19 夜間② 飛一小学校前 飛二小学校前 稲原分館前 十日町機械 春日　公園 美雪公園

第1．3㈱ 下　　条
岩　　　野 漉　　　野 水　　　口 原 上　新　田 田　川　町

4月　22 11：00～11：30 1：05～1：30 1：50～2：20 2：40～3：10 3：20～3150 4：10～4：40

5月6．20 田川町 岩野クラブ 東下組小学校前 下組分館前 小林良章宅前 上新田分館前 市営住宅前

第1．3㈹ 新　　　宮 南ヶ丘団地 太　田　島 水　　　沢 馬　　　場 大　黒　沢

4月　23 水　　沢 11：00～11：30 1：20～1：50 2：10～2：40

　♂
2＝50～3：20 3：30～4：00 4：15～4：45

5・月1．15 集会所跡 三恵堂前 小牧神社前 丸山醤油 馬場小学校前 団地広場

第2．4（月） 上　川　町 本町7の2 田　中　町 本　町　6 稲荷町3の南 住　吉　町

4月　27 十　日　町 11＝00～11：30 1：30～2：00 2：10～2：40 2：50～3：10 3：20～3：50 4：00～4＝30

5月11．25 第内銀行寮前 染色整理組合 撚亀工場脇 十日町シルク前 熊木建築前 関口秀雄宅前

第2．4（火）
川　　治

北　新　田 谷　内　丑 関　　　根 池　之　平 川治上町 稲荷町1 西　本　町 四日町新田

4月　28 11：00～11＝30 1：20～1150 2：10～2：40 3：00～3：30 3：50～4：20 5＝20～6：00 6：10～6：50 7＝00～7：40

5月12．26夜間② だいせい食堂前 集会所うしろ 地蔵堂前 八箇小学校前 新川屋建設前 東武運輸跡 西小学校入口 市営住宅入口

第2．4㈱ 中　　条 中　条　島 中条上町 新　　　座 本町6の3 高田町3南

4月　30 本町6の3 12：30～1：00 1：10～1：40 1：50～2：20 2：30～3：00 3：10～3：40

5月13．27高田町 島公民館前 阿部菊織物前 辰己建設前 大津実宅脇 保健所前

第2．4㈹ 四　日　町
四　日　町 高　　　島 鉢 吉田山谷 稲　　　葉

4月　24 11：00～11：30 1：30～2：00 2：20～2：50 3：30～4：00 4：10～4：40

5月8．22
吉　　田 二瓶砂利車庫前 涌井コンクリート前 鉢公民館前 やまとや商店脇 十二社前

さあチャレンジ9未知と冒険と友情の旅に……青年海外派遣募集（昭和56年度）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆応募締切　4月18日（土）
繊饗』』事　業　名　　　訪　問　先　　募集人員　　期　　間　　　年　令　　◆選考試験　5月6日㈱

潟県青年ll一外養麟外醐1マレーンア・オースト列ア　25　10／19～10／30　　20～35歳　◆その他　提出書類やその他

　　青年海外派遣アフリか中近東・米　　　　9月（約3週間）　20秘27歳　　　　　　　　詳細については…

　　帥青年糖交流中　　国1　　“　　“　　　　＋日町市公民館
理府　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（費7－5011番）へ
　　青年の船才セアニア35痢月（約50日間）　”　　　　お間㌧、合わせくだ
　　東南アジア青年の船　東　南　ア　ジ　ア　若干　1月（60日間）　　18～30歳　　　　　　　　　さい。

実施機憐 ・・事　業　名 訪　問　先 募集人員 期　　間 年　令

新潟県 青年ll一ダー養成海外研修 マレーンア・オーストラリア 25 10／19～10／30 20～35歳

総理府

青年海外派遣 アフリカ・中近東・米 9月（約3週間） 20秘27歳

日中青年親善交流 中　　　　　　国
1

〃 〃

青　年　の　船 才　セ　ア　ニ　ア 3 57年1月（約50日間） 〃

東南アジア青年の船 東南ア　ジ　ア 若干 1月（60日間） 18～30歳
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雛講i難i

鰻覇
　4月から市民講座が始ま

ります。あなたも仲問をさ

そっておいでください。

●4月13日から受付

　お早めに申し込みをして

　ください。

●対象は…

　どなたでもけっこうです

　が、初心者にかぎります

　（小中高校生は除く）

●時間は

夜は7時～9時
　昼は1時半～3時半

文　　学

鈴木牧之著「秋山紀行」（文政11年執筆、

津南町中津川峡谷にそった秋山郷の民
俗旅行記）を学ぶ

第2・4
　　火曜夜

4月28日～

鈴木牧之研究家
小千谷西高校

高橋　　実

書　　道
（硬筆・毛筆）

入　　門

日常必要な書き付けや手紙文など初歩
のかたを対象に毛筆と硬筆（ボールペ
ン、万年筆、フェルトペン）の入門講座

水曜　夜

4月22日～

書家（硬筆）

竹内英一
書家（毛筆）

岩田　武

家庭で活
かす中華

風料理

中華風の家庭でも気軽に作れる献立を

中心に実習

第3金曜夜

4月17日～

　栄養土

酒井　　環

映画鑑賞

映画をみたい人、映画の好きな人の集
まり。

（映画鑑賞と話し合い）

第3火曜夜

4月21日～

十日町高校

田村喜一

きょうの

料　　理

NHK　rきょうの料理」をテキストに使

いながら実習

月1回予定
4月24日～
昼1時半～

講師はそのつ

どお招きする

※r自本画」・「焼物」（いずれも火曜日）は、2年目の学習に入りますが
新受講者若干名を補欠募集します。

ことも

作る。

ムで楽しく

｛申ばしながら

、映画を見た

　みんなで一緒に　　1　ときどきこんな

・男繕霧議．團ill言灘

◆畑でソバや草花を作る・　1◆騨雛轡’たり

謂窒措1炎薩購崖箭蕎節ます
会　場　十日町市公民館（87－5011番）
期　聞　4月～3月時問は毎回午前9鰺30分から午後3萄30分です。
申込み　4月15日までに十日町地区各老人クラブ会長さんへ
その弛　●毎回昼食、筆紀用具をお持ち下さい。●教材費実費負担して環きます。

　　　　●1日参加できないかたも、半日ずつでけっこうですのでおいで下さい。

●定員は…

　それぞれ30名です。定員

　になり次第に締切ります・

●学習は…

　11月までの予定です。

●受講料は…

　無料ですが、教材費は各

自負担です。

●申込みは…

　十日町市公民館に

　（市内学校町37－5011）

　電話申込可。申込みの際

　にはハガキ7枚を添えて

　ください（連絡用）

　　一午後からは一
　　こんなグループ学習を

◆むかしのおもちゃ作り◆俳句

◆あみもの・手芸　◆いけ花

◆写真◆やきもの（クラブ活動）
◆◆◆◆○◆○◆◆◆◆◆◆○◆◆○◆◆○◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆○◆◆◆◆◆◆◆●◆○◆○◆◆○◆◆○●

　　そのほかに
◆研修旅行

◆文化祭に作品を展示する

◆保育所訪問

◆留年式

図
書
の
寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
ー
公
民
館
図
蔓
⊥
編
響
驕
月
）

池
田
幸
子
（
中
条
塚
田
）
　
関
口

吉
夫
（
本
町
七
の
二
）
　
日
本
医
師

会
　
金
子
玲
子
（
西
本
町
二
）
　
西

方
幸
男
（
川
西
町
）
　
根
津
金
治

（
田
川
町
二
）
　
小
海
和
久
（
錦
町

一
）
　
南
雲
信
一
（
関
根
）
　
宮
入

サ
ク
子
（
宮
下
東
）
　
岡
元
真
弓

（
田
川
町
二
）
　
吉
田
歳
則
（
本
町

六
の
一
）
　
庭
野
栄
作
（
泉
町
）

高
木
喜
久
雄
（
本
町
東
一
）
　
五
十

嵐
正
子
（
三
条
市
）
　
八
島
智
子

（
田
川
町
三
）
　
松
村
美
雪
（
高
田

町
一
）
　
庭
野
三
二
一
（
新
座
）

吉
田
み
ち
子
（
昭
和
町
三
）
　
根
津

や
え
（
田
中
町
本
通
）
　
小
海
八
郎

（
名
ヶ
山
）
　
近
藤
六
郎
（
四
日
町

り

〃
・

〈期　間〉

昭和56年4月～昭和57年3月
〈経　費〉

自治会費1，600円、通信費400円と教材費

実費。

〈コース〉

毎週木曜日　夜7時～9時
〈申　込〉

十日町市公民館（魯7－5011番）電話も可。

※25歳までの勤労青年なら、どなたで

もけっこうです。

コ　ー　ス 　こね一　形一素焼一本焼の全過程
を学び創造の楽しみと焼物について
研究する

焼　　物

料　　理
より良い健康管理のための料理方法

を学ぶ

ミニコミ

紙研究
ミニコミ紙発行を通して現代社会を

考え、ミニコミの役割も併せて学ぶ

潰　　劇
発声の基礎から公演まで幅広い自己

表現の探求

映画評論
映画を鑑賞し評論し合い映画の主題

を生活の中にどう生かすか

イラスト

とまんが

二次元の世界に限りない夢をイラス
ト、まんがの基礎技法を学び創作活
動を行う

文　　芸
創作のよろこびと書くことの意義を
学び、文芸評論や創作活動を実践し
コース誌を発行する

写　　真
自分のねらいを写真にどう表現する

か基礎技術を学ぴながら芸術写真へ

コースX もっと別なことをやってみたい人、

何をやるかはコース生で’めます
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友
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岸
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四
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一巡回開始
園

■自動車文庫のお間い合せは、公民館（台7－5011番）へ

14月20日から”Ill”IIII

　4月20日から自動車文庫「こだま号」が巡
回を始めます。

　どなたからも喜んでもらえるように、楽し
い本をたくさん用意しました。時間は小学生
の下校時刻を考えて、今までよぴ）少しずつ遅
くなっています。

　好評の夜間コースも続けます。お気軽にス
テーションまでおいでください。

ス　テ　ー　シ ヨ　ン　　　と 時 間

巡回日 コース
午　前 午 後 夜 間

第1．3（月）
六　　箇 六箇山谷 田　　　麦 田　　　麦 城　之　古

4月　20 1：30～2：00 2：20～2：50 3：00～3：30 3：50～4二20

5月2．18 城之古 山谷公民館入口 田麦公民館前 六箇小学校前 城之古分館前

第1．3（火）
飛　　渡

新　　　水 山　新　田 三　ツ　山 泉　　　町 春　日　町 美　雪　町

4月　　21 12：30～1＝10 1：30～2：00 3：00～3：30 5二20～6：00 6二10～6：50 7100～7二40

5月7．19 夜間② 飛一小学校前 飛二小学校前 稲原分館前 十日町機械 春日　公園 美雪公園

第1．3㈱ 下　　条
岩　　　野 漉　　　野 水　　　口 原 上　新　田 田　川　町

4月　22 11：00～11：30 1：05～1：30 1：50～2：20 2：40～3：10 3：20～3150 4：10～4：40

5月6．20 田川町 岩野クラブ 東下組小学校前 下組分館前 小林良章宅前 上新田分館前 市営住宅前

第1．3㈹ 新　　　宮 南ヶ丘団地 太　田　島 水　　　沢 馬　　　場 大　黒　沢

4月　23 水　　沢 11：00～11：30 1：20～1：50 2：10～2：40

　♂
2＝50～3：20 3：30～4：00 4：15～4：45

5・月1．15 集会所跡 三恵堂前 小牧神社前 丸山醤油 馬場小学校前 団地広場

第2．4（月） 上　川　町 本町7の2 田　中　町 本　町　6 稲荷町3の南 住　吉　町

4月　27 十　日　町 11＝00～11：30 1：30～2：00 2：10～2：40 2：50～3：10 3：20～3：50 4：00～4＝30

5月11．25 第内銀行寮前 染色整理組合 撚亀工場脇 十日町シルク前 熊木建築前 関口秀雄宅前

第2．4（火）
川　　治

北　新　田 谷　内　丑 関　　　根 池　之　平 川治上町 稲荷町1 西　本　町 四日町新田

4月　28 11：00～11＝30 1：20～1150 2：10～2：40 3：00～3：30 3：50～4：20 5＝20～6：00 6：10～6：50 7＝00～7：40

5月12．26夜間② だいせい食堂前 集会所うしろ 地蔵堂前 八箇小学校前 新川屋建設前 東武運輸跡 西小学校入口 市営住宅入口

第2．4㈱ 中　　条 中　条　島 中条上町 新　　　座 本町6の3 高田町3南

4月　30 本町6の3 12：30～1：00 1：10～1：40 1：50～2：20 2：30～3：00 3：10～3：40

5月13．27高田町 島公民館前 阿部菊織物前 辰己建設前 大津実宅脇 保健所前

第2．4㈹ 四　日　町
四　日　町 高　　　島 鉢 吉田山谷 稲　　　葉

4月　24 11：00～11：30 1：30～2：00 2：20～2：50 3：30～4：00 4：10～4：40

5月8．22
吉　　田 二瓶砂利車庫前 涌井コンクリート前 鉢公民館前 やまとや商店脇 十二社前

さあチャレンジ9未知と冒険と友情の旅に……青年海外派遣募集（昭和56年度）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆応募締切　4月18日（土）
繊饗』』事　業　名　　　訪　問　先　　募集人員　　期　　間　　　年　令　　◆選考試験　5月6日㈱

潟県青年ll一外養麟外醐1マレーンア・オースト列ア　25　10／19～10／30　　20～35歳　◆その他　提出書類やその他

　　青年海外派遣アフリか中近東・米　　　　9月（約3週間）　20秘27歳　　　　　　　　詳細については…

　　帥青年糖交流中　　国1　　“　　“　　　　＋日町市公民館
理府　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（費7－5011番）へ
　　青年の船才セアニア35痢月（約50日間）　”　　　　お間㌧、合わせくだ
　　東南アジア青年の船　東　南　ア　ジ　ア　若干　1月（60日間）　　18～30歳　　　　　　　　　さい。

実施機憐 ・・事　業　名 訪　問　先 募集人員 期　　間 年　令

新潟県 青年ll一ダー養成海外研修 マレーンア・オーストラリア 25 10／19～10／30 20～35歳

総理府

青年海外派遣 アフリカ・中近東・米 9月（約3週間） 20秘27歳

日中青年親善交流 中　　　　　　国
1

〃 〃

青　年　の　船 才　セ　ア　ニ　ア 3 57年1月（約50日間） 〃

東南アジア青年の船 東南ア　ジ　ア 若干 1月（60日間） 18～30歳
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雛講i難i

鰻覇
　4月から市民講座が始ま

ります。あなたも仲問をさ

そっておいでください。

●4月13日から受付

　お早めに申し込みをして

　ください。

●対象は…

　どなたでもけっこうです

　が、初心者にかぎります

　（小中高校生は除く）

●時間は

夜は7時～9時
　昼は1時半～3時半

文　　学

鈴木牧之著「秋山紀行」（文政11年執筆、

津南町中津川峡谷にそった秋山郷の民
俗旅行記）を学ぶ

第2・4
　　火曜夜

4月28日～

鈴木牧之研究家
小千谷西高校

高橋　　実

書　　道
（硬筆・毛筆）

入　　門

日常必要な書き付けや手紙文など初歩
のかたを対象に毛筆と硬筆（ボールペ
ン、万年筆、フェルトペン）の入門講座

水曜　夜

4月22日～

書家（硬筆）

竹内英一
書家（毛筆）

岩田　武

家庭で活
かす中華

風料理

中華風の家庭でも気軽に作れる献立を

中心に実習

第3金曜夜

4月17日～

　栄養土

酒井　　環

映画鑑賞

映画をみたい人、映画の好きな人の集
まり。

（映画鑑賞と話し合い）

第3火曜夜

4月21日～

十日町高校

田村喜一

きょうの

料　　理

NHK　rきょうの料理」をテキストに使

いながら実習

月1回予定
4月24日～
昼1時半～

講師はそのつ

どお招きする

※r自本画」・「焼物」（いずれも火曜日）は、2年目の学習に入りますが
新受講者若干名を補欠募集します。

ことも

作る。

ムで楽しく

｛申ばしながら

、映画を見た

　みんなで一緒に　　1　ときどきこんな

・男繕霧議．團ill言灘

◆畑でソバや草花を作る・　1◆騨雛轡’たり

謂窒措1炎薩購崖箭蕎節ます
会　場　十日町市公民館（87－5011番）
期　聞　4月～3月時問は毎回午前9鰺30分から午後3萄30分です。
申込み　4月15日までに十日町地区各老人クラブ会長さんへ
その弛　●毎回昼食、筆紀用具をお持ち下さい。●教材費実費負担して環きます。

　　　　●1日参加できないかたも、半日ずつでけっこうですのでおいで下さい。

●定員は…

　それぞれ30名です。定員

　になり次第に締切ります・

●学習は…

　11月までの予定です。

●受講料は…

　無料ですが、教材費は各

自負担です。

●申込みは…

　十日町市公民館に

　（市内学校町37－5011）

　電話申込可。申込みの際

　にはハガキ7枚を添えて

　ください（連絡用）

　　一午後からは一
　　こんなグループ学習を

◆むかしのおもちゃ作り◆俳句

◆あみもの・手芸　◆いけ花

◆写真◆やきもの（クラブ活動）
◆◆◆◆○◆○◆◆◆◆◆◆○◆◆○◆◆○◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆○◆◆◆◆◆◆◆●◆○◆○◆◆○◆◆○●

　　そのほかに
◆研修旅行

◆文化祭に作品を展示する

◆保育所訪問

◆留年式

図
書
の
寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
ー
公
民
館
図
蔓
⊥
編
響
驕
月
）

池
田
幸
子
（
中
条
塚
田
）
　
関
口

吉
夫
（
本
町
七
の
二
）
　
日
本
医
師

会
　
金
子
玲
子
（
西
本
町
二
）
　
西

方
幸
男
（
川
西
町
）
　
根
津
金
治

（
田
川
町
二
）
　
小
海
和
久
（
錦
町

一
）
　
南
雲
信
一
（
関
根
）
　
宮
入

サ
ク
子
（
宮
下
東
）
　
岡
元
真
弓

（
田
川
町
二
）
　
吉
田
歳
則
（
本
町

六
の
一
）
　
庭
野
栄
作
（
泉
町
）

高
木
喜
久
雄
（
本
町
東
一
）
　
五
十

嵐
正
子
（
三
条
市
）
　
八
島
智
子

（
田
川
町
三
）
　
松
村
美
雪
（
高
田

町
一
）
　
庭
野
三
二
一
（
新
座
）

吉
田
み
ち
子
（
昭
和
町
三
）
　
根
津

や
え
（
田
中
町
本
通
）
　
小
海
八
郎

（
名
ヶ
山
）
　
近
藤
六
郎
（
四
日
町

り

〃
・

〈期　間〉

昭和56年4月～昭和57年3月
〈経　費〉

自治会費1，600円、通信費400円と教材費

実費。

〈コース〉

毎週木曜日　夜7時～9時
〈申　込〉

十日町市公民館（魯7－5011番）電話も可。

※25歳までの勤労青年なら、どなたで

もけっこうです。

コ　ー　ス 　こね一　形一素焼一本焼の全過程
を学び創造の楽しみと焼物について
研究する

焼　　物

料　　理
より良い健康管理のための料理方法

を学ぶ

ミニコミ

紙研究
ミニコミ紙発行を通して現代社会を

考え、ミニコミの役割も併せて学ぶ

潰　　劇
発声の基礎から公演まで幅広い自己

表現の探求

映画評論
映画を鑑賞し評論し合い映画の主題

を生活の中にどう生かすか

イラスト

とまんが

二次元の世界に限りない夢をイラス
ト、まんがの基礎技法を学び創作活
動を行う

文　　芸
創作のよろこびと書くことの意義を
学び、文芸評論や創作活動を実践し
コース誌を発行する

写　　真
自分のねらいを写真にどう表現する

か基礎技術を学ぴながら芸術写真へ

コースX もっと別なことをやってみたい人、

何をやるかはコース生で’めます

一
）
　
村
山
幹
夫
（
土
市
五
V
　
関

口
友
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司
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四
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市
内
小
中
学
校
教
員
異
動

　
　
　
　
　
　
　
　
－
転
入
・
転
出
二
百
三
十
一
名
i

響
難
舗
螺
鼎
糧
羅

　
　
　
　
＊
＊
異
動
し
た
小
中
学
校
長
＊
＊

　大池小
渡辺　俊七

　真田小

阿部正彦

　馬場小

星名武男
　　　西　小

小堺　昭一

コモ市からの
　音楽使節に　うっとり
　　一トリオ・デ・コモ演奏会一

匿難》　　　　繋鞭鑛灘

　3月21日夜、市民会館で、イタIJア、コモ市からの音楽

使節「トリオ・デ・コモjの特別演奏会が開かれ、約500人

の市民がヴァイオリンとヴィオラの弦楽三重奏をたん能し

ました。

　コモ市との親善交流は、年々深まり、5月のきものまつ

りには、スパリーノ市長を団長とする使節団の来市も予定

されており、歓迎の準備が進められています。

　十日町中
仲　　健　一

　吉田中
吉田　福恵

下条中

金沢真治

就
学
援
助
制
度

　
　
　
　
　
　
の
活
用
を

　
市
教
育
委
員
会
’
．
、
は
、
経
済
的
理

由
’
、
、
就
学
が
困
難
だ
と
認
め
ら
れ
る

市
内
の
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

（
市
内
保
護
世
帯
及
び
こ
れ
に
準
ず

る
程
度
の
世
帯
の
児
童
、
生
徒
）
に

対
し
て
就
学
援
助
費
（
学
校
の
勉
強

就学援助費予定単価
★学用品・通学用品費・校外活動費

区　分 学　　年 1人当たり額

小学校
第　1学年 8，710

その他の学年 10，310

中学校
第　1学年 17，110

その他の学年 18，710

實田・宅ケ山分綾

4月から吉田中に統合

の
た
め
に
必
要
な
学
用
品
費
な
ど
）

を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
対
象
者
の
認
定
事
務
を
、
四

月
二
十
五
日
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
の

’
、
＼
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、

各
小
、
中
学
校
、
民
生
委
員
ま
た
は

教
育
委
員
会
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
．

　
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
（
8
七
⊥
．
二
一
一
番
内
線
二

七
二
）
へ
。

★新入学用品費

　小学校第1学年　　　14，500円

　中学校第1学年　　　17，000円
★体育実技用具費（スキー用具）

　小学校第1・4学年　19，000円
　中学校第1学年　　　27，200円
★修学旅行費（宿泊を伴う修学旅行）

　小学校第5・6学年　実　費
　中学校第3学年　　　実　費

★夏季訓練参加費

　中学校全学年　　　　実　費

★その他給食費及び学校病に係る医

　療費の実費を支給

　
市
教
員
委

員
会
で
は
、

地
元
の
合
意

を
得
な
が
ら

中
学
校
分
校

の
本
校
統
合

を
進
め
て
お

り
、
今
ま
で

に
、
中
条
中

飛
一
、
飛
二

下
条
中
東
下

組
分
校
が
統

合
さ
れ
、
バ

ス
通
学
を
し

て
い
ま
す
。

　
吉
田
中
真

田
分
校
、
名

ケ
山
分
校
は
四
月
に
統
合
さ
れ
ま
し

た
が
、
統
合
に
先
だ
ち
、
二
十
五
日
、

二
十
六
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
閉
校
式

を
行
い
ま
し
た
。
両
校
は
、
昭
相
二

十
二
年
以
来
、
三
十
四
年
間
優
秀
な

人
材
を
背
出
し
て
き
ま
し
た
。

　
閉
校
に
あ
た
っ
て
、
鉢
の
尾
身
基

さ
ん
は
「
私
の
在
校
し
た
三
十
年
頃

は
、
丁
度
校
舎
の
建
築
の
時
で
、
民

家
の
窓
の
無
い
部
屋
を
仮
教
室
に
、

長
椅
子
を
机
の
変
わ
り
に
し
て
勉
強

し
、
停
電
の
時
は
休
み
だ
っ
た
。
そ

ん
な
思
い
出
の
あ
る
学
校
が
無
く
な

る
の
は
淋
し
い
が
、
中
学
生
の
子
を

持
つ
親
の
立
場
と
し
て
、
大
勢
の
仲

間
の
中
で
鍛
え
て
や
り
た
い
と
思
う
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日
付
で
市

役
所
関
係
（
組
合
等
を
含
む
）
の
人

事
異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
異
動
規
模
）
合
計
　
九
十
八
名

▽
課
長
級
　
七
名
　
▽
課
長
補
佐
級

十
一
名
▽
係
長
級
　
二
十
二
名

▽
一
般
職
員
　
三
十
五
名
　
▽
広
域

事
務
組
合
　
二
十
名
　
▽
衛
生
施
設

組
合
　
三
名

課
長
級
（
カ
ッ
コ
内
は
旧
任
）

●
社
会
福
祉
事
務
所
長
　
池
田
士
郎

（
市
民
生
活
課
長
・
選
管
事
務
局
長
）

●
市
民
生
活
課
長
・
選
管
事
務
局
長

徳
太
成
太
（
商
工
課
長
）
　
●
体
育

課
参
事
・
課
長
補
佐
事
務
取
扱
　
柑

沢
英
男
（
体
育
課
参
事
）
　
●
保
育

所
指
導
主
事
　
池
田
清
（
保
育
所
指

導
主
事
・
十
日
町
保
育
所
長
）
　
●

商
工
課
長
　
村
山
信
一
（
社
会
福
祉

事
務
所
次
長
・
福
祉
係
長
事
務
取
扱
V

　
●
会
計
課
長
　
吉
田
実
（
財
政
課
長

補
佐
・
財
政
係
長
事
務
取
扱
）
　
●

指
導
管
理
主
事
　
松
岡
中
庸

退
職
者

　
●
滝
沢
雅
利
（
教
育
委
員
会
指
導
管

　
理
主
事
）
　
●
根
津
清
治
（
社
会
福

　
祉
事
務
所
長
）
　
●
俵
山
基
（
会
計

　
課
長
）
　
●
高
橋
サ
イ
（
社
会
福
祉

　
事
務
所
援
護
係
主
査
）
　
●
吉
田
ス

　
イ
（
教
育
委
員
会
博
物
館
主
査
）

　
●
渡
辺
和
典
（
市
民
生
活
課
主
事
）

　
●
樋
口
忠
晴
（
十
日
町
市
・
川
西
町

．
衛
生
施
設
組
合
業
務
課
長
）
　
●
押

　
木
秀
治
（
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組

　
合
川
西
分
遣
所
長
）

第3種郵便物認可）昭和56年4月10日とお｛ガ詐当（13）

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
　
ー
重
度
障
害
者
・
巡
回
相
談
員
制
度
を
新
設
－

　
市
で
は
、
今
年
が
国
際
障
害
者
年

で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
四
月
よ
り

重
度
障
害
者
巡
回
相
談
員
制
度
を
設

け
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
重
度
障
害
者
の
家
庭
を

訪
問
し
、
障
害
者
や
そ
の
家
族
の
皆

さ
ん
の
相
談
に
の
り
、
少
し
で
も
悩

み
を
解
消
し
て
ゆ
き
た
い
と
い
う
も

の
で
、
当
面
は
二
人
で
月
に
五
日
ず

石沢正二郎さん
　　（56歳）

つ
計
画
的
に
、
市
内
の
重
度
障
害
者

の
家
庭
を
巡
回
訪
問
し
た
い
と
い
う

も
の
で
す
。

　
相
談
員
に
は
、
現
在
、
市
内
土
市

に
あ
る
重
度
障
害
児
施
設
「
つ
く
し

園
」
の
石
沢
正
二
郎
園
長
と
保
母
の

水
落
律
子
さ
ん
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

　
訪
問
を
受
け
た
際
は
、
何
で
も
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

き
り
と
り
線

　　犬の登録・注射についてお知らせ

　　昭和56年度の犬の登録及び第一回目の狂犬病予

　防注射を裏面日程表のとおり実施しますので、都

　合のよい日時及び会場で受けられるようお知らせ

　いまします。

　※対象となる犬

　　O生後91日（3カ月）以上の犬
　※会場に必ず持参するもの

　　1。この申込書

き　2。印　鑑

り　3．登録・注射料金3，300円

と　　　犬の登録・注射申込書

水落律子さん
　（25歳）

雛
蕪
脹

　
　
曇
着
工
し
た
管
理
棟
の
増
改

　
　
畿
築
工
事
が
、
こ
の
た
び
竣

　
　
轍
モ
ま
し
た
・

　
　
欝

　
　
－
　
〔
工
事
の
概
要
〕

　
　
甑
●
建
築
面
積
…
五
百
八
十

　
　
鱗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

　
　
蝕
六
・
七
九
平
方
岩

羅
篶
鵬
璽
酌

荘
輪
三
＋
五
万
七
千
円

右
灘

　
　
謝
　
こ
の
妻
有
荘
は
、
利
用

　
識
者
相
互
の
信
頼
と
愛
情
を

　
撫
基
調
と
し
て
人
間
関
係
の

　
購
改
善
向
上
や
近
隣
と
の
交

　
略
歓
交
流
に
つ
と
め
な
が
ら

　
鞭
生
き
が
い
等
を
求
め
る
と

講
、
、
　
、

　
　
　
う
　
明
る
し
ホ
ー
ム
づ

騒
郵
轡
し

く
り
が
目
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
よ
り

良
い
ホ
ー
ム
づ
く
り
を
は
か
ら
れ
る

も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
に

竹
内
茂
氏
（
剛
儲
）

　
が
再
任
さ
れ
ま
し
た

町　　名

世帯主名

電話番号

犬の種類

〃年令 年 カ月

〃毛色

〃性別 め す お す

〃名前

〃体格 大 中 小

と

り

線

：
』

一東アフリカ干ばつ救援金にご協力を！一

　日本赤十字社では、数年にわたる戦争内紛に加え、

干ばつで苦しむ東アフリカ難民への救援金の受付を行

っています。皆様のご協力をお願いします。

●期間　8月末まで（現金のみとなっています）

●受付　市役所社会福祉事務所（日赤十日町地区）へ

　
基
本
的
人
権
の
擁
護
や
自
由
人
権

思
想
の
普
及
・
高
揚
を
は
か
る
た
め

に
置
か
れ
て
い
る
人
権
擁
護
委
員
に

こ
の
た
び
市
内
川
治
内
後
の
竹
内
茂

氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
市
内
に
は
、
竹
内
氏
の
ほ

か
に
武
田
文
雄
氏
（
土
市
第
一
）
、

小
林
賢
秀
氏
（
川
原
町
）
の
お
二
人
が

委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
的
制
裁
、

人
身
売
買
、
村
八
分
、
教
育
を
受
け

る
権
利
の
侵
犯
、
強
制
圧
迫
、
酷
使

虐
待
、
差
別
待
遇
、
生
活
権
の
侵
犯

な
ど
の
問
題
で
困
っ
て
い
る
か
た
は
、

他
に
も
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
お
気
軽
に
相
談
に
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

活動は・・…　　み
み
ん
な
で
考
え
よ
う
・
　
　
ω

　
　
国
際
障
害
者
年

一保母一
水落律子さん

　
づ
K
し
園
が
土
市
に
鯛
設
さ
れ
て

か
ち
、
輔
年
が
た
ち
ま
す
。
い
ろ
い

ろ
な
原
函
の
た
め
に
．
身
体
や
精
神

に
障
害
や
遅
れ
を
も
っ
て
い
る
子
ど

も
達
が
、
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
、
月
・

水
。
金
と
通
っ
て
来
ま
す
。
現
在
、

置
子
ど
も
は
十
五
名
。
津
擁
、
川
西
な

ど
遠
い
所
か
ら
来
る
子
ど
も
も
い
ま

す
。
通
園
は
、
家
庭
の
忙
七
さ
や
、

雨
㌦
雪
な
ど
気
象
に
も
左
右
さ
れ
る

の
で
、
思
う
よ
う
に
で
き
な
い
状
態

も
あ
り
ま
す
。

　
つ
く
し
園
で
は
、
お
母
さ
ん
を
は

じ
め
、
園
長
や
保
母
が
子
ゼ
も
達
と

一
体
と
な
っ
て
遊
び
な
が
ら
、
ひ
と

り
ひ
と
り
に
合
っ
た
訓
練
を
す
る
場

で
す
。
そ
ん
な
中
で
、
子
ど
も
達
の

成
長
を
認
め
合
い
、
ど
う
し
た
ら
良

い
の
か
と
い
う
こ
と
も
一
緒
に
考
え

て
ゆ
き
ま
す
。
通
園
す
る
こ
と
が
、

お
母
さ
ん
と
子
ど
も
の
一
β
の
生
活

の
中
に
、
と
け
込
ん
だ
時
初
め
て
、

保
育
の
土
台
が
作
ら
れ
、
つ
く
し
園

も
、
意
味
を
持
っ
て
く
る
も
の
と
思

い
ま
す
。

　
障
害
を
持
つ
子
の
お
母
さ
ん
達
は
、

主
婦
と
し
て
の
仕
事
の
勉
に
通
園
と

い
う
大
変
な
仕
事
を
か
か
え
る
中
で
、

お
母
さ
ん
達
自
ら
が
カ
を
合
わ
せ
て

つ
く
し
固
を
よ
り
良
い
場
と
し
て
ゆ

く
と
と
も
に
、
地
域
の
人
達
の
理
解

を
得
な
が
ら
積
麺
的
に
行
政
面
に
働

き
か
け
る
こ
と
が
今
年
の
大
き
な
課

題
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
｝
年
闘
を
通
じ
、
つ
く
し
園
が
、

福
祉
事
務
所
、
保
健
婦
の
皆
さ
ん
、

敏
育
委
員
会
、
児
童
相
談
員
の
皆
さ

ん
な
ど
、
多
く
の
人
逢
と
の
強
い
結

び
つ
き
の
中
で
支
え
ら
れ
て
来
た
こ

と
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
共
に
成

長
し
て
ゆ
く
こ
と
を
願
っ
て
ま
す
。

　
「
生
き
る
こ
と
は
発
達
す
る
こ
と
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
ナ
。
障
害
が

あ
る
と
な
い
に
関
係
な
く
、
子
ど
も

達
の
伸
び
よ
う
と
す
る
権
利
を
守
っ

て
行
く
の
は
私
達
み
ん
な
の
責
任
で

す
。

　
人
間
が
人
問
ら
し
く
生
き
る
と
い

う
基
本
的
な
願
い
を
も
う
一
度
、
噛

み
し
め
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

r巡回内職相談」4月17日囲・5月15目（金）午前10時～午後3時市役所市民相談室にて
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市
内
小
中
学
校
教
員
異
動

　
　
　
　
　
　
　
　
－
転
入
・
転
出
二
百
三
十
一
名
i

響
難
舗
螺
鼎
糧
羅

　
　
　
　
＊
＊
異
動
し
た
小
中
学
校
長
＊
＊

　大池小
渡辺　俊七

　真田小

阿部正彦

　馬場小

星名武男
　　　西　小

小堺　昭一

コモ市からの
　音楽使節に　うっとり
　　一トリオ・デ・コモ演奏会一

匿難》　　　　繋鞭鑛灘

　3月21日夜、市民会館で、イタIJア、コモ市からの音楽

使節「トリオ・デ・コモjの特別演奏会が開かれ、約500人

の市民がヴァイオリンとヴィオラの弦楽三重奏をたん能し

ました。

　コモ市との親善交流は、年々深まり、5月のきものまつ

りには、スパリーノ市長を団長とする使節団の来市も予定

されており、歓迎の準備が進められています。

　十日町中
仲　　健　一

　吉田中
吉田　福恵

下条中

金沢真治

就
学
援
助
制
度

　
　
　
　
　
　
の
活
用
を

　
市
教
育
委
員
会
’
．
、
は
、
経
済
的
理

由
’
、
、
就
学
が
困
難
だ
と
認
め
ら
れ
る

市
内
の
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

（
市
内
保
護
世
帯
及
び
こ
れ
に
準
ず

る
程
度
の
世
帯
の
児
童
、
生
徒
）
に

対
し
て
就
学
援
助
費
（
学
校
の
勉
強

就学援助費予定単価
★学用品・通学用品費・校外活動費

区　分 学　　年 1人当たり額

小学校
第　1学年 8，710

その他の学年 10，310

中学校
第　1学年 17，110

その他の学年 18，710

實田・宅ケ山分綾

4月から吉田中に統合

の
た
め
に
必
要
な
学
用
品
費
な
ど
）

を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
対
象
者
の
認
定
事
務
を
、
四

月
二
十
五
日
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
の

’
、
＼
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、

各
小
、
中
学
校
、
民
生
委
員
ま
た
は

教
育
委
員
会
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
．

　
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
（
8
七
⊥
．
二
一
一
番
内
線
二

七
二
）
へ
。

★新入学用品費

　小学校第1学年　　　14，500円

　中学校第1学年　　　17，000円
★体育実技用具費（スキー用具）

　小学校第1・4学年　19，000円
　中学校第1学年　　　27，200円
★修学旅行費（宿泊を伴う修学旅行）

　小学校第5・6学年　実　費
　中学校第3学年　　　実　費

★夏季訓練参加費

　中学校全学年　　　　実　費

★その他給食費及び学校病に係る医

　療費の実費を支給

　
市
教
員
委

員
会
で
は
、

地
元
の
合
意

を
得
な
が
ら

中
学
校
分
校

の
本
校
統
合

を
進
め
て
お

り
、
今
ま
で

に
、
中
条
中

飛
一
、
飛
二

下
条
中
東
下

組
分
校
が
統

合
さ
れ
、
バ

ス
通
学
を
し

て
い
ま
す
。

　
吉
田
中
真

田
分
校
、
名

ケ
山
分
校
は
四
月
に
統
合
さ
れ
ま
し

た
が
、
統
合
に
先
だ
ち
、
二
十
五
日
、

二
十
六
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
閉
校
式

を
行
い
ま
し
た
。
両
校
は
、
昭
相
二

十
二
年
以
来
、
三
十
四
年
間
優
秀
な

人
材
を
背
出
し
て
き
ま
し
た
。

　
閉
校
に
あ
た
っ
て
、
鉢
の
尾
身
基

さ
ん
は
「
私
の
在
校
し
た
三
十
年
頃

は
、
丁
度
校
舎
の
建
築
の
時
で
、
民

家
の
窓
の
無
い
部
屋
を
仮
教
室
に
、

長
椅
子
を
机
の
変
わ
り
に
し
て
勉
強

し
、
停
電
の
時
は
休
み
だ
っ
た
。
そ

ん
な
思
い
出
の
あ
る
学
校
が
無
く
な

る
の
は
淋
し
い
が
、
中
学
生
の
子
を

持
つ
親
の
立
場
と
し
て
、
大
勢
の
仲

間
の
中
で
鍛
え
て
や
り
た
い
と
思
う
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日
付
で
市

役
所
関
係
（
組
合
等
を
含
む
）
の
人

事
異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
異
動
規
模
）
合
計
　
九
十
八
名

▽
課
長
級
　
七
名
　
▽
課
長
補
佐
級

十
一
名
▽
係
長
級
　
二
十
二
名

▽
一
般
職
員
　
三
十
五
名
　
▽
広
域

事
務
組
合
　
二
十
名
　
▽
衛
生
施
設

組
合
　
三
名

課
長
級
（
カ
ッ
コ
内
は
旧
任
）

●
社
会
福
祉
事
務
所
長
　
池
田
士
郎

（
市
民
生
活
課
長
・
選
管
事
務
局
長
）

●
市
民
生
活
課
長
・
選
管
事
務
局
長

徳
太
成
太
（
商
工
課
長
）
　
●
体
育

課
参
事
・
課
長
補
佐
事
務
取
扱
　
柑

沢
英
男
（
体
育
課
参
事
）
　
●
保
育

所
指
導
主
事
　
池
田
清
（
保
育
所
指

導
主
事
・
十
日
町
保
育
所
長
）
　
●

商
工
課
長
　
村
山
信
一
（
社
会
福
祉

事
務
所
次
長
・
福
祉
係
長
事
務
取
扱
V

　
●
会
計
課
長
　
吉
田
実
（
財
政
課
長

補
佐
・
財
政
係
長
事
務
取
扱
）
　
●

指
導
管
理
主
事
　
松
岡
中
庸

退
職
者

　
●
滝
沢
雅
利
（
教
育
委
員
会
指
導
管

　
理
主
事
）
　
●
根
津
清
治
（
社
会
福

　
祉
事
務
所
長
）
　
●
俵
山
基
（
会
計

　
課
長
）
　
●
高
橋
サ
イ
（
社
会
福
祉

　
事
務
所
援
護
係
主
査
）
　
●
吉
田
ス

　
イ
（
教
育
委
員
会
博
物
館
主
査
）

　
●
渡
辺
和
典
（
市
民
生
活
課
主
事
）

　
●
樋
口
忠
晴
（
十
日
町
市
・
川
西
町

．
衛
生
施
設
組
合
業
務
課
長
）
　
●
押

　
木
秀
治
（
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組

　
合
川
西
分
遣
所
長
）
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気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
　
ー
重
度
障
害
者
・
巡
回
相
談
員
制
度
を
新
設
－

　
市
で
は
、
今
年
が
国
際
障
害
者
年

で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
四
月
よ
り

重
度
障
害
者
巡
回
相
談
員
制
度
を
設

け
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
重
度
障
害
者
の
家
庭
を

訪
問
し
、
障
害
者
や
そ
の
家
族
の
皆

さ
ん
の
相
談
に
の
り
、
少
し
で
も
悩

み
を
解
消
し
て
ゆ
き
た
い
と
い
う
も

の
で
、
当
面
は
二
人
で
月
に
五
日
ず

石沢正二郎さん
　　（56歳）

つ
計
画
的
に
、
市
内
の
重
度
障
害
者

の
家
庭
を
巡
回
訪
問
し
た
い
と
い
う

も
の
で
す
。

　
相
談
員
に
は
、
現
在
、
市
内
土
市

に
あ
る
重
度
障
害
児
施
設
「
つ
く
し

園
」
の
石
沢
正
二
郎
園
長
と
保
母
の

水
落
律
子
さ
ん
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

　
訪
問
を
受
け
た
際
は
、
何
で
も
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

き
り
と
り
線

　　犬の登録・注射についてお知らせ

　　昭和56年度の犬の登録及び第一回目の狂犬病予

　防注射を裏面日程表のとおり実施しますので、都

　合のよい日時及び会場で受けられるようお知らせ

　いまします。

　※対象となる犬

　　O生後91日（3カ月）以上の犬
　※会場に必ず持参するもの

　　1。この申込書

き　2。印　鑑

り　3．登録・注射料金3，300円

と　　　犬の登録・注射申込書

水落律子さん
　（25歳）

雛
蕪
脹

　
　
曇
着
工
し
た
管
理
棟
の
増
改

　
　
畿
築
工
事
が
、
こ
の
た
び
竣

　
　
轍
モ
ま
し
た
・

　
　
欝

　
　
－
　
〔
工
事
の
概
要
〕

　
　
甑
●
建
築
面
積
…
五
百
八
十

　
　
鱗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

　
　
蝕
六
・
七
九
平
方
岩

羅
篶
鵬
璽
酌

荘
輪
三
＋
五
万
七
千
円

右
灘

　
　
謝
　
こ
の
妻
有
荘
は
、
利
用

　
識
者
相
互
の
信
頼
と
愛
情
を

　
撫
基
調
と
し
て
人
間
関
係
の

　
購
改
善
向
上
や
近
隣
と
の
交

　
略
歓
交
流
に
つ
と
め
な
が
ら

　
鞭
生
き
が
い
等
を
求
め
る
と

講
、
、
　
、

　
　
　
う
　
明
る
し
ホ
ー
ム
づ

騒
郵
轡
し

く
り
が
目
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
よ
り

良
い
ホ
ー
ム
づ
く
り
を
は
か
ら
れ
る

も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
に

竹
内
茂
氏
（
剛
儲
）

　
が
再
任
さ
れ
ま
し
た

町　　名

世帯主名

電話番号

犬の種類

〃年令 年 カ月

〃毛色

〃性別 め す お す

〃名前

〃体格 大 中 小

と

り

線

：
』

一東アフリカ干ばつ救援金にご協力を！一

　日本赤十字社では、数年にわたる戦争内紛に加え、

干ばつで苦しむ東アフリカ難民への救援金の受付を行

っています。皆様のご協力をお願いします。

●期間　8月末まで（現金のみとなっています）

●受付　市役所社会福祉事務所（日赤十日町地区）へ

　
基
本
的
人
権
の
擁
護
や
自
由
人
権

思
想
の
普
及
・
高
揚
を
は
か
る
た
め

に
置
か
れ
て
い
る
人
権
擁
護
委
員
に

こ
の
た
び
市
内
川
治
内
後
の
竹
内
茂

氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
市
内
に
は
、
竹
内
氏
の
ほ

か
に
武
田
文
雄
氏
（
土
市
第
一
）
、

小
林
賢
秀
氏
（
川
原
町
）
の
お
二
人
が

委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
的
制
裁
、

人
身
売
買
、
村
八
分
、
教
育
を
受
け

る
権
利
の
侵
犯
、
強
制
圧
迫
、
酷
使

虐
待
、
差
別
待
遇
、
生
活
権
の
侵
犯

な
ど
の
問
題
で
困
っ
て
い
る
か
た
は
、

他
に
も
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
お
気
軽
に
相
談
に
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

活動は・・…　　み
み
ん
な
で
考
え
よ
う
・
　
　
ω

　
　
国
際
障
害
者
年

一保母一
水落律子さん

　
づ
K
し
園
が
土
市
に
鯛
設
さ
れ
て

か
ち
、
輔
年
が
た
ち
ま
す
。
い
ろ
い

ろ
な
原
函
の
た
め
に
．
身
体
や
精
神

に
障
害
や
遅
れ
を
も
っ
て
い
る
子
ど

も
達
が
、
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
、
月
・

水
。
金
と
通
っ
て
来
ま
す
。
現
在
、

置
子
ど
も
は
十
五
名
。
津
擁
、
川
西
な

ど
遠
い
所
か
ら
来
る
子
ど
も
も
い
ま

す
。
通
園
は
、
家
庭
の
忙
七
さ
や
、

雨
㌦
雪
な
ど
気
象
に
も
左
右
さ
れ
る

の
で
、
思
う
よ
う
に
で
き
な
い
状
態

も
あ
り
ま
す
。

　
つ
く
し
園
で
は
、
お
母
さ
ん
を
は

じ
め
、
園
長
や
保
母
が
子
ゼ
も
達
と

一
体
と
な
っ
て
遊
び
な
が
ら
、
ひ
と

り
ひ
と
り
に
合
っ
た
訓
練
を
す
る
場

で
す
。
そ
ん
な
中
で
、
子
ど
も
達
の

成
長
を
認
め
合
い
、
ど
う
し
た
ら
良

い
の
か
と
い
う
こ
と
も
一
緒
に
考
え

て
ゆ
き
ま
す
。
通
園
す
る
こ
と
が
、

お
母
さ
ん
と
子
ど
も
の
一
β
の
生
活

の
中
に
、
と
け
込
ん
だ
時
初
め
て
、

保
育
の
土
台
が
作
ら
れ
、
つ
く
し
園

も
、
意
味
を
持
っ
て
く
る
も
の
と
思

い
ま
す
。

　
障
害
を
持
つ
子
の
お
母
さ
ん
達
は
、

主
婦
と
し
て
の
仕
事
の
勉
に
通
園
と

い
う
大
変
な
仕
事
を
か
か
え
る
中
で
、

お
母
さ
ん
達
自
ら
が
カ
を
合
わ
せ
て

つ
く
し
固
を
よ
り
良
い
場
と
し
て
ゆ

く
と
と
も
に
、
地
域
の
人
達
の
理
解

を
得
な
が
ら
積
麺
的
に
行
政
面
に
働

き
か
け
る
こ
と
が
今
年
の
大
き
な
課

題
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
｝
年
闘
を
通
じ
、
つ
く
し
園
が
、

福
祉
事
務
所
、
保
健
婦
の
皆
さ
ん
、

敏
育
委
員
会
、
児
童
相
談
員
の
皆
さ

ん
な
ど
、
多
く
の
人
逢
と
の
強
い
結

び
つ
き
の
中
で
支
え
ら
れ
て
来
た
こ

と
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
共
に
成

長
し
て
ゆ
く
こ
と
を
願
っ
て
ま
す
。

　
「
生
き
る
こ
と
は
発
達
す
る
こ
と
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
ナ
。
障
害
が

あ
る
と
な
い
に
関
係
な
く
、
子
ど
も

達
の
伸
び
よ
う
と
す
る
権
利
を
守
っ

て
行
く
の
は
私
達
み
ん
な
の
責
任
で

す
。

　
人
間
が
人
問
ら
し
く
生
き
る
と
い

う
基
本
的
な
願
い
を
も
う
一
度
、
噛

み
し
め
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

r巡回内職相談」4月17日囲・5月15目（金）午前10時～午後3時市役所市民相談室にて
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犬の登録・注射日程表

き
り
と
り
線
－

月日 地　区 会　　　場 時　　間

4
月
21
日
㈹

川　治 川　治　公　民　館 10：30～11：30

十日町 十日町保健所
13：30～15：36

中　条
中　条　公　民　館 10：30～11：10

克雪管理センター 11：30～12：00

下　条
下　条　公　民　館 13：30～14：10

漉野生活改善センター 14：40～15：00

4
月
2
2
日
困

中　条 東　　小　　学　　校 10：30～11：30

十日町 ＋日町市民体育館 13130～15：00

水　沢

馬　場　飼　育　所 10：30～10：50

水　沢　出　張　所 1玉：OO～12：00

野　中　小　学　校 13：30～13：50

十日町 赤　　倉　分　　校 14二40～15：00

4
月
2
3
日
困

吉　田

吉　田　集　会　所 10：00～10：10

就業改善センター 10：20～10：50

真　田　小　学　校 11：00～11：10

名ヵ山小学校 11：30～11＝40

川　治 八　箇　小　学　校 13130～14：00

六　箇 六　箇　公　民　館 14：30～15：00

き
り
と
り
線
－

下
水
道
排
水
設
備
業
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
指
定
に
つ
い
て

　
下
水
道
建
設
工
事
は
、
昭
和
五
十

八
年
度
一
部
供
用
開
始
を
目
途
に
着

々
と
進
行
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に

あ
わ
せ
て
、
各
家
庭
か
ら
の
汚
水
を

公
共
下
水
道
管
渠
に
接
続
す
る
業
務

が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
こ
の
接
続
工
事
は
、
下
水
道
条
例

に
よ
り
市
長
が
指
定
し
た
工
事
業
者

で
な
い
と
工
事
を
施
行
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
指
定
工
事
業

者
は
、
資
格
登
録
を
受
け
た
責
任
技

術
者
一
人
及
び
主
任
配
管
士
二
人
以

上
を
有
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
れ
ら
責
任
技
術
者
等

の
資
格
登
録
を
受
け
る
た
め
の
資
格

試
験
を
実
施
（
六
月
中
旬
を
予
定
）

一除雪費補助について

　町内委託市道で除雪をし、空地などに出した雪

を除雪しなければならないところについて、市で

は補助金を出します。（ただし今年かぎりです。）申

請方法や詳細などについては市役所建設課維持管

理係（B7－3111番内線251）へ。

寄
付
姦
、
蝶
欝
お
鎌

　
臼
　
，
』

妻の雛1臓
螺◎”

　
　
h
、
甲
唯

．
鞭
コ

　
し
　
　
へ
も

秘
趣
－

〆
ド

駝ヒけ．土ガ砿．か趣膨

覧、ふ・ε勧…茄蟄～rす・

　　泌？
　純F・猫とうも

欝鰍ヒら馳9

《
　
　
　
●

叫
　
“
よ

い
・
ぎ
も

鱒
・

D

総
嚥
鱗

“＼
㌔ご“
・墾い、、

に㌔

二⑦δ1，

　
　
、
，
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
7
Z

　
　
　

　
　
げ
　
　
　
し
う

・
癖
繭

　
　
　
る
鮮

　
　
一
一
鼠

　
　
　
嫡
へ

麟
墾

い
た
し
ま
す
。
な
お
こ
の
試
験
要
綱

等
に
つ
い
て
は
次
号
「
お
知
ら
せ
版
」

に
掲
載
し
ま
す
。

　　　献血車日程
（会場が変更になりましたのでご注意ください）

　と　き　4月15日（水）

　　　　　〈午前10時～午後3時〉

　ところ　関芳織物㈱

　と’き　4月16日（木）

　　　　　く午前10時～午後3時〉

　ところ　十日町市役所

．明日といわず今献血しましょう一

　
▼
内
藤
直
義
（
控
木
）
　
千
円
▼

島
田
雅
範
（
北
鐙
坂
）
　
二
万
円
－
・

香
典
返
し
　
▼
村
山
一
男
（
為
永
）

五
万
円婦

暴
㎜
鞭
鐵
撮
滋
ス

　
　
傭
鍵
鍵
雛
灘
驚
樂
中

　
婦
人
（
独
身
の
か
た
も
）
の
硬
式

テ
ニ
ス
会
員
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集

し
て
い
ま
す
。
i
初
心
者
も
歓
迎
ー

●
練
習
日
　
毎
週
水
・
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曜
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前
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時
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ら
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午
ま
で

●
会
場
　
市
民
体
育
館

●
申
し
込
み
　
四
月
末
日
ま
で
に
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ワ
イ
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ア
ロ
ー
ク
ラ
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（
代
表
柳

信
子
さ
ん
…
盈
七
i
九
三
二
八
番
）

に
申
し
込
む
か
、
ま
た
は
練
習
日
に

直
接
体
育
館
に
お
い
で
く
だ
さ
い
．

ふるさとの旬の料理①潮
．ふきのとう味噌．　　一謬

材料　　　　　　　　　　調理法
ふきのとう（ゆでて　　①ふきのとうは・よく洗って
しぼったもの）2009　　　　やわらかくゆで水にさらす。

白胡麻……………309　②白胡麻塗とろ火で妙ってす
味　噌……………609　　　　り鉢で油の出るまですり、酒、

砂　糖……………大2　　　　味噌、砂糖を加えて更にすっ
酒……・…・……大1㌔　　　　ておく・

　　　　　　　　　　　③①の水を切り、よくしぽっ
　　　　　　　　　　　てみじん切にして②に加えて
　　　　　　　　　　　更によくすりまぜる。

　●ふきのとうの金平●

材料一　　　　　 調理法
ふきのとう………20箇　①ふきのとうは洗って水を切
醤　油……………大3　　　　っておく。
味酎…………大1㌔　②お湯をわかし其の中でふき
油…・……………・・大2　　　のとうをさっとゆで、水に晒

　　　　　　　　　　　　らしておく。
　　　　　　　　　　　③②をかたくしぼり、こまか
　　　　　　　　　　　　くきざむ。
　　　　　　　　　　　④鍋に油を熱しふきのとうを
　　　　　　　　　　　　いため調味料を入れ、汁けが

　　　　　　　　　　　無くなるまでいためる。

ポイント
1．ふきのとうは、たっぷりの熱湯の中に入れたら、すぐ上下

　をよくかき廻さないと、お湯から顔を出したところから、

　酸化して、茶色に変色しますので、注意してください。
2．保存する場合、塩漬より、ゆでて冷凍するほうが、色も香

　りもよい。
3．天ぶらにする場合は、生のままうすい衣をっけて揚げると、

　みた目も美しく、苦味も殆んど感じない。　　（いろり会）

停
電
綴
お
繍
鶏
鞍

▼
四
月
十
七
日
囲
　
午
前
九
時
～
正

午
ま
で
　
西
寺
町
、
七
軒
町
、
関
口

樋
口
町
、
加
賀
糸
屋
町
の
各
一
部

▼
四
月
二
十
三
日
困
　
午
前
零
時
半
～

午
後
四
時
半
ま
で
　
高
島
第
一
．
第

二
の
各
一
部
、
北
鐙
坂
第
三
、
南
鐙

坂
　
▼
四
月
二
十
八
日
図
　
午
前
九

時
～
午
後
一
時
ま
で
　
山
本
町
一
丁

目
・
山
本
町
三
丁
目
、
山
本
町
四
丁

目
、
河
内
町
、
千
歳
町
一
丁
目
の
各

一
部
、
山
本
町
二
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
、
・

事
毒
2
　
齢

O
妻
有
の
里
の
山
々
の
緑
が
、
一
斉

に
萌
え
出
す
素
晴
ら
し
い
季
節
に
、

コ
モ
市
の
公
式
親
善
使
節
団
を
初
め

て
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
成
人
式
、
き
も
の
ま
っ
り
、
求
評

会
に
あ
わ
せ
て
お
招
き
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
文
化
や
若
者
の
交
流
を
は
か
り

姉
妹
都
市
の
実
を
あ
げ
よ
う
と
準
備

が
進
ん
で
い
ま
す
。
十
日
町
の
良
さ

日
本
の
良
さ
を
十
分
堪
能
し
て
も
ら

え
る
歓
迎
行
事
が
望
ま
れ
ま
す
．

49，564人（男24，199人・女25，365人）※基本台帳人口50，118人（3月1日現在）
12，069／推計人ロ■市勢／世帯数
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